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黄
ニ
ラ
と
サ
ワ
ラ
の

晴
れ
ば
れ
丼

黄
ニ
ラ
の

塩
昆
布
和
え

晴れびと！
夫婦二人三脚いつまでも元気に

土地に合わせた
黄ニラ栽培

特 集
鳥獣害を考える　　
猟師育成とジビエ料理　　

2022

vo l .25
5

[ 材 料／ 2人分 ]
■黄ニラ……………1/2束（25g）
■ダイコン……………………20g
■塩昆布………………………5g
■ツナ………………半缶（20g）

[つくりかた ]
1. 黄ニラは熱湯で10秒ほど茹で、
3㎝ほどの長さに切る。

2. ダイコンは細切りにする。　　
（写真では刺身のつまを使用）
3. ①②塩昆布・ツナを全て混ぜ
て完成。

[ 材 料／ 2人分 ]

[つくりかた ]
1. 耐熱容器にAを入れ、レンジで50
秒ほど加熱しアルコールを飛ばす。
粗熱をとっておく。

2. 黄ニラは熱湯で10秒ほど茹でて水
気をしぼり、3㎝ほどの長さに切る。

3. サワラは一口サイズに切る。
4. ①②③を合わせ冷蔵庫で30分ほ
ど寝かし、味をしみ込ませる。
5. 水菜は3㎝ほどの長さに、大葉は
細切りにする。

6. 皿にご飯、④⑤を盛り付け、上に白
ゴマをちらし完成。

■黄ニラ………………1/2束（25g）
■サワラの刺身…………6切（60g）
■水菜…………………………適量
■大葉……………………………5枚
■白ゴマ…………………………適量
■ご飯（または酢飯）…………400g
　しょうゆ…………………大さじ2
　酒………………………大さじ1
　みりん……………………大さじ1
A

お好みで
ワサビや卵黄を
添えても
おいしいです！
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表紙を空から望む‒ 赤磐市是里

ソ
ラ
サ
ン
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晴
れ
ば
れ
特
産
品

晴
れ
び
と
！

特
集

直
売
所
名
物
を
食
べ
よ
う

家
庭
菜
園

晴
れ
ば
れ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

農
業
に
エ
ー
ル 

地
域
を
元
気
に
！

未
来
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拓
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協
同
組
合
／
あ
ぜ
み
ち
川
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J
A
か
ら
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お
知
ら
せ
／
フ
レ
ッ
シ
ュ
通
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い
ち
ば
な
し
／
く
ら
し
の
お
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情
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役
員
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部
屋

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
／
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ

赤
磐
市
是
里

赤
磐
吉
井
野
菜
生
産
部
会 

黄
ニ
ラ
部

部
長

　岡
本 

昌
さ
ん

　

鳥
獣
害
を
考
え
る

　
　

猟
師
育
成
と
ジ
ビ
エ
料
理

　
　

推
し
名
物
ま
つ
り
！

第
13
回「
児
島
ふ
れ
あ
い
青
空
市
」／
倉
敷
市

・
ブ
ド
ウ
販
売
71
億
円
突
破

・
米
の
委
託
販
売
を
統
一
管
理

・
地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

　
　
　
　
　ほ
か

ヤ
マ
イ
モ

黄
ニ
ラ
と
サ
ワ
ラ
の
晴
れ
ば
れ
丼

黄
ニ
ラ
の
塩
昆
布
和
え

「
黄
ニ
ラ
」

赤
磐
吉
井
野
菜
生
産
部
会 

黄
ニ
ラ
部

245610121418202224

農村に春の息吹

田舎の原風景を
今に伝える

あかいわし これさと

磐
市
の
東
北
部
に
位
置
す
る
吉
井
地

区（
旧
吉
井
町
）。
東
部
に
は
、
地

名
の
由
来
に
も
な
っ
た
岡
山
三
大
河
川
の
一

つ
で
あ
る
吉
井
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
山
林

が
大
半
を
占
め
、
自
然
豊
か
な
風
景
が
広

が
り
ま
す
。

　
撮
影
に
訪
れ
た
是
里
は
標
高
約
３
０
０

㍍
に
位
置
し
、
気
象
条
件
が
合
え
ば
朝
に

は
雲
海
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昼
夜
の

寒
暖
差
や
夏
で
も
涼
し
い
気
候
を
い
か
し
、

昔
か
ら
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
き
ま
し
た
。
同

産
の
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
ワ
イ
ン
は
知
る
人
ぞ

知
る
名
品
で
、
毎
年
行
わ
れ
る
ワ
イ
ン
祭
り

に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
養
分
を

含
ん
だ
肥
沃
な
赤
土
で
ブ
ド
ウ
以
外
に
も
、

ゴ
ボ
ウ
・
黄
ニ
ラ
な
ど
の
特
産
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
是
里
で
は
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
に
も
力

を
入
れ
、
こ
の
10
年
で
６
組
が
Ｉ
タ
ー
ン
で

新
規
就
農
し
、
町
の
活
性
化
を
担
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
農

家
以
外
の
移
住
者
も
増
え
、
古
民
家
カ
フ
ェ

な
ど
新
た
な
お
店
の
オ
ー
プ
ン
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

赤

赤磐市是里

黄ニラは中央下のハウスで栽培。奥にはブドウ棚が点在する

ソ
ラ
サ
ン
ぽ

空

散

歩
©ソラとサン

敷地内に信用・共済店舗、経済
店舗、やすらぎホールを併設。毎
年12月には農機具などの総合展
示会を開き、多くの来店者で賑わう

最寄りのJA店舗
「赤磐吉井支店」

2HAREBARE
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国
で
も
岡
山
県
が
生
産
量
一

位
を
誇
る
黄
ニ
ラ
。
上
品
な

黄
色
、
甘
く
柔
ら
か
く
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
と
し
た
食
感
な
ど
魅
力
が
た
っ

ぷ
り
で
、
岡
山
を
代
表
す
る
野
菜

の
ひ
と
つ
で
す
。
青
ニ
ラ
に
比
べ
香

り
が
控
え
め
で
あ
る
こ
と
も
人
気

を
集
め
る
ゆ
え
ん
で
す
。

　
赤
磐
吉
井
野
菜
生
産
部
会
黄
ニ

ラ
部
の
11
人
が
、
露
地
・
ハ
ウ
ス

栽
培
を
組
み
合
わ
せ
、
年
間
を
通

し
て
岡
山
・
東
京
・
京
都
を
中
心

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
黄
ニ
ラ
は
、
通
常
の
青
ニ
ラ
を

シ
ー
ト
で
覆
い
、
太
陽
光
を
遮
断

す
る「
遮
光
栽
培
」で
育
て
ま
す
。

収
穫
後
、
旨
味
を
凝
縮
し
色
を
鮮

や
か
に
す
る
た
め
天
日
干
し
し
、

箱
詰
め
し
ま
す
。
手
間
の
か
か
る

希
少
な
野
菜
の
た
め
高
値
で
取
引

さ
れ
、
鍋
料
理
な
ど
で
需
要
が
増

す
冬
場
に
は
１
箱（
10
束
）３
０
０
０

円
ま
で
つ
り
上
が
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
同
部
で
は
高
齢
化
が

進
み
、
年
々
栽
培
面
積
や
生
産
者

が
減
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
。Ｊ
Ａ

と
協
力
し
、
苗
づ
く
り
の
省
力
化

を
目
指
し
た
チ
ェ
ー
ン
ポ
ッ
ト
の
導

入
の
ほ
か
、
年
間
を
通
し
た
さ
ら

な
る
安
定
出
荷
に
向
け
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
の
導
入
支
援
な
ど
生
産
拡
大
に

向
け
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
同
部
の
岡
本
昌
部
長
は「
暑
さ

や
乾
燥
に
強
く
、
栽
培
面
で
も
魅

力
の
あ
る
野
菜
。
黄
ニ
ラ
を
作
る

人
が
増
え
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

本
昌
さ
ん
は
定
年
退
職
の
前
年
に

黄
ニ
ラ
の
栽
培
を
は
じ
め
、
今
年

で
21
年
目
を
迎
え
ま
す
。
80
歳
を
目
前
に
、

「
自
分
が
で
き
る
範
囲
で
」と
妻
・
知
枝
さ

ん
と
と
も
に
20
㌃
で
栽
培
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
標
高
約
３
０
０
㍍
に
位
置
す
る
ほ
場
は
、

山
の
ふ
も
と
に
比
べ
る
と
３
度
ほ
ど
気
温

が
低
く
、
冬
場
に
は
氷
点
下
６
度
に
な
る

日
も
あ
り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
内
で
も
遮
光
用

の
黒
マ
ル
チ
を
含
め
６
枚
の
防
寒
シ
ー
ト
を

か
ぶ
せ
、
寒
さ
に
負
け
な
い
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
良
質
な
も
の
を
届
け
た
い
と
、

土
地
に
合
わ
せ
た
栽
培
に
余
念
が
あ
り
ま

せ
ん
。
是
里
特
有
の
赤
土
は
、
そ
の
ま
ま

で
は
硬
す
ぎ
る
た
め
、
堆
肥
を
混
ぜ
込
み

柔
ら
か
く
す
る
こ
と
で
黄
ニ
ラ
に
適
し
た

土
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近

く
に
水
場
が
な
い
た
め
離
れ
た
場
所
か
ら

毎
回
ホ
ー
ス
を
引
き
、
か
ん
水
し
ま
す
。

標
高
の
高
い
場
所
に
あ
る
ほ
場
で
の
栽
培

は
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が
あ
り
ま
す
が
、
知

枝
さ
ん
は「
お
互
い
の
支
え
が
あ
る
か
ら
頑

張
れ
る
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
20
年
以
上
続
け
て
も
試
行
錯
誤
の
日
々

だ
と
話
す
岡
本
さ
ん
。「
安
全
安
心
、
安

定
し
て
出
荷
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

１
年
間
途
切
れ
ず
に
出
荷
で
き
る
よ
う
、

80
、
90
歳
に
な
っ
て
も
続
け
た
い
」と
意
気

込
み
ま
す
。

全岡

岡山東統括本部

赤磐吉井野菜生産部会 黄ニラ部
（11人・作付け面積80a）

黄
ニ
ラ

今
月
の
特
産
品

夫婦二人三脚いつまでも元気に

土地に合わせた黄ニラ栽培
お
か
も
と
ま
さ
し

表紙の説明
黄ニラをPRする岡本部長夫妻と
RSKテレビの古米リポーター（右）。
3月に「笑味ちゃん天気予報」で紹介

数
量
や
入
荷
日
は
変
動
的
で
は
あ
り

ま
す
が
、J
A
直
売
所「
百
菜
市
場
和

気
店
」で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

と
も
え

①

①

赤磐吉井野菜生産部会 黄ニラ部
　　　　　　　　　　　部　長　岡本　昌さん（79）

おかもと まさし

晴れびと！

岡山東統括本部

①黄ニラを収穫する岡本部長。夏場は1週間
から10日、冬場は1ヵ月ほどで収穫し、ＪＡへ
出荷する ②黒マルチで遮光し黄色に。是里
は気温が低いためさらに上から数枚シートを
かぶせている ③収穫後は天日干しすること
でさらに鮮やかな黄色に ④柔らかく倒れや
すいので筒状のものを巻いて栽培 ⑤長さ・
重さを規格にそろえて出荷

料理の脇役にも主役にもなる、ＪＡイチオシ食材「黄ニラ」

②

③④⑤

天
日
干
し
で
抜
群
の
色
・
味

ハ
ウ
ス
支
援
な
ど
で

希
少
野
菜
を
守
る

ふるまい

4HAREBARE
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ま
す
。

収
穫
後
、
旨
味
を
凝
縮
し
色
を
鮮

や
か
に
す
る
た
め
天
日
干
し
し
、

箱
詰
め
し
ま
す
。
手
間
の
か
か
る

希
少
な
野
菜
の
た
め
高
値
で
取
引

さ
れ
、
鍋
料
理
な
ど
で
需
要
が
増

す
冬
場
に
は
１
箱（
10
束
）３
０
０
０

円
ま
で
つ
り
上
が
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
同
部
で
は
高
齢
化
が

進
み
、
年
々
栽
培
面
積
や
生
産
者

が
減
っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
。Ｊ
Ａ

と
協
力
し
、
苗
づ
く
り
の
省
力
化

を
目
指
し
た
チ
ェ
ー
ン
ポ
ッ
ト
の
導

入
の
ほ
か
、
年
間
を
通
し
た
さ
ら

な
る
安
定
出
荷
に
向
け
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
の
導
入
支
援
な
ど
生
産
拡
大
に

向
け
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
同
部
の
岡
本
昌
部
長
は「
暑
さ

や
乾
燥
に
強
く
、
栽
培
面
で
も
魅

力
の
あ
る
野
菜
。
黄
ニ
ラ
を
作
る

人
が
増
え
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

本
昌
さ
ん
は
定
年
退
職
の
前
年
に

黄
ニ
ラ
の
栽
培
を
は
じ
め
、
今
年

で
21
年
目
を
迎
え
ま
す
。
80
歳
を
目
前
に
、

「
自
分
が
で
き
る
範
囲
で
」と
妻
・
知
枝
さ

ん
と
と
も
に
20
㌃
で
栽
培
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
標
高
約
３
０
０
㍍
に
位
置
す
る
ほ
場
は
、

山
の
ふ
も
と
に
比
べ
る
と
３
度
ほ
ど
気
温

が
低
く
、
冬
場
に
は
氷
点
下
６
度
に
な
る

日
も
あ
り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
内
で
も
遮
光
用

の
黒
マ
ル
チ
を
含
め
６
枚
の
防
寒
シ
ー
ト
を

か
ぶ
せ
、
寒
さ
に
負
け
な
い
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
良
質
な
も
の
を
届
け
た
い
と
、

土
地
に
合
わ
せ
た
栽
培
に
余
念
が
あ
り
ま

せ
ん
。
是
里
特
有
の
赤
土
は
、
そ
の
ま
ま

で
は
硬
す
ぎ
る
た
め
、
堆
肥
を
混
ぜ
込
み

柔
ら
か
く
す
る
こ
と
で
黄
ニ
ラ
に
適
し
た

土
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近

く
に
水
場
が
な
い
た
め
離
れ
た
場
所
か
ら

毎
回
ホ
ー
ス
を
引
き
、
か
ん
水
し
ま
す
。

標
高
の
高
い
場
所
に
あ
る
ほ
場
で
の
栽
培

は
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が
あ
り
ま
す
が
、
知

枝
さ
ん
は「
お
互
い
の
支
え
が
あ
る
か
ら
頑

張
れ
る
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
20
年
以
上
続
け
て
も
試
行
錯
誤
の
日
々

だ
と
話
す
岡
本
さ
ん
。「
安
全
安
心
、
安

定
し
て
出
荷
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

１
年
間
途
切
れ
ず
に
出
荷
で
き
る
よ
う
、

80
、
90
歳
に
な
っ
て
も
続
け
た
い
」と
意
気

込
み
ま
す
。

全岡

岡山東統括本部

赤磐吉井野菜生産部会 黄ニラ部
（11人・作付け面積80a）

黄
ニ
ラ

今
月
の
特
産
品

夫婦二人三脚いつまでも元気に

土地に合わせた黄ニラ栽培
お
か
も
と
ま
さ
し

表紙の説明
黄ニラをPRする岡本部長夫妻と
RSKテレビの古米リポーター（右）。
3月に「笑味ちゃん天気予報」で紹介

数
量
や
入
荷
日
は
変
動
的
で
は
あ
り

ま
す
が
、J
A
直
売
所「
百
菜
市
場
和

気
店
」で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

と
も
え

①

①

赤磐吉井野菜生産部会 黄ニラ部
　　　　　　　　　　　部　長　岡本　昌さん（79）

おかもと まさし

晴れびと！

岡山東統括本部

①黄ニラを収穫する岡本部長。夏場は1週間
から10日、冬場は1ヵ月ほどで収穫し、ＪＡへ
出荷する ②黒マルチで遮光し黄色に。是里
は気温が低いためさらに上から数枚シートを
かぶせている ③収穫後は天日干しすること
でさらに鮮やかな黄色に ④柔らかく倒れや
すいので筒状のものを巻いて栽培 ⑤長さ・
重さを規格にそろえて出荷

料理の脇役にも主役にもなる、ＪＡイチオシ食材「黄ニラ」

②

③④⑤

天
日
干
し
で
抜
群
の
色
・
味

ハ
ウ
ス
支
援
な
ど
で

希
少
野
菜
を
守
る

ふるまい
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　「鳥獣と人々の境界が近くなった」「檻の中に人間が暮らしているようだ」と言われ始めて久しく、鳥獣に
よる被害は後を絶ちません。イノシシやシカの被害を中心に、近年ではサルによる被害も増加傾向にあります。
　持続可能な農業が求められ、鳥獣と上手に付き合っていくことが必要となっています。JAでも今年度の
事業計画に引き続き鳥獣害防止対策をかかげ、関係機関とともに鳥獣害に向き合っていきます。
　今月は、狩猟のプロたちの協力でワナのかけ方、おいしいジビエの食べ方などをご紹介します。

取得するには、都道府県が実施する試験に合格す
る必要があり、使用できる猟具の種類に応じて、
4種類に分かれています。

　
農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
２
０
２
０

（
令
和
２
）年
度
の
農
作
物
の
被
害
額
は
、

全
国
で
約
１
６
１
億
円（
前
年
比
２
％
、

約
３
億
円
増
）、
被
害
面
積
は
約
４
万

３
０
０
０
㌶（
前
年
比
10
％
減
）、
被
害

量
が
約
45
万
９
０
０
０
㌧（
前
年
比
0.4
％

増
）に
達
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
と
も
捕
獲
頭
数
が

　すべての野生鳥獣は、「鳥獣の保護及び管理並びに狩
猟の適正化に関する法律」で原則としてその捕獲などが禁止
されています。ただし、有害鳥獣などを許可捕獲する場合と
狩猟により捕獲することは可能です。狩猟による場合は、狩
猟免許を保持し、狩猟者登録を受ける必要があります。

　近年、メディアなどでジビエが取り上げられる機会が増え
ていることもあり、全国での新規の狩猟免許取得者数は約
1.7万人と増加傾向にあります。ただ、依然として狩猟者不
足であり、狩猟者の高齢化・狩猟技術の伝承が課題となっ
ています。

鳥獣害を考える40歳未満の狩猟免許保持者は近年増加

女
子
高
生
が
狩
り
ガ
ー
ル
に

夢
は
狩
猟
技
術
ス
ク
ー
ル
開
校

増
加
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
被

害
額
は
依
然
と
し
て
高
い
水
準
と
な
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
狩
猟
者
の
高
齢
化

や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
で
、
捕
獲

頭
数
が
増
え
て
も
個
体
数
が
増
加
し
て

い
る
た
め
捕
獲
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
現
状

で
す
。

　
高
梁
市
で
女
子
高
生（
当
時
）の「
狩

り
ガ
ー
ル（
女
性
ハ
ン
タ
ー
）」が
誕
生
し
ま

し
た
。
大
森
麻
琴
さ
ん（
大
学
1
年
）は
、

高
校
在
学
中
に
ワ
ナ
猟
免
許
を
取
得
。

免
許
取
得
の
苦
労
を
い
か
し
、
若
い
人

が
狩
猟
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
環
境
保
全
や
狩
猟
技
術
の
伝
承

に
向
け
て
狩
猟
技
術
ス
ク
ー
ル
を
開
く
と

い
う
新
た
な
夢
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
大
森
さ
ん
を
狩
猟
免
許
の
取
得
に
向

け
て
突
き
動
か
し
た
の
は
、
祖
父
母
が

栽
培
す
る
ブ
ド
ウ
へ
の
被
害
や
、
通
学

時
に
イ
ノ
シ
シ
な
ど
と
遭
遇
す
る
機
会

が
増
え
た
こ
と
で
す
。

　
県
に
よ
る
と
、
鳥
獣
に
よ
る
２
０
２
０

年
度
の
農
林
水
産
被
害
は
２
億
６
４
１
０

万
円
と
、
高
止
ま
り
が
続
き
ま
す
。
一
方
、

狩
猟
免
許
の
登
録
者
数
は
４
６
８
５
件

と
横
ば
い
で
、
鳥
獣
害
対
策
で
は
人
手

不
足
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
若
い
狩
り
ガ
ー
ル
の
誕
生

に
狩
猟
歴
25
年
の
ベ
テ
ラ
ン

は「
鳥
獣
を
一
定
数
に
保
つ

た
め
に
も
、
地
域
の
狩
猟

を
引
っ
張
る
存
在
に
な
っ
て

ほ
し
い
」と
期
待
し
ま
す
。

　「
若
い
人
が
狩
猟
に
携
わ

る
に
は
、
よ
り
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
」と
大
森
さ
ん
。

そ
こ
で
構
想
す
る
の
が
、
ス
ク
ー
ル
の
開

校
。
地
元
猟
友
会
と
協
力
し
、
狩
猟
技

術
に
加
え
て
ジ
ビ
エ
文
化
の
伝
承
や
生

態
系
の
維
持
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

常
時
開
設
す
る
こ
と
で
、
年
１
回
の
他

団
体
の
講
習
会
と
差
別
化
し
、
狩
猟
に

対
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
た
い
考
え
で
す
。

　
自
治
体
か
ら
の
駆
除
要
請
の
対
応
、

家
族
連
れ
を
対
象
に
し
た
狩
猟
周
知
や

命
の
あ
り
が
た
さ
を
伝
え
る
野
生
鳥
獣

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
観
光
資
源
と
し
て
の

事
業
展
開
と
い
っ
た
夢
も
広
が
り
ま
す
。

　
大
森
さ
ん
は「
知
ら
な
い
人
に
も
狩
猟

や
鳥
獣
害
の
現
状
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
、
長
期
的
に
被
害
の
軽
減
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」と
、
地
域
に
役
立
つ
狩
猟

者
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
ま
す
。

増え続けるイノシシとシカ
【全国の農作物被害額の推移】

（出典）令和4年2月農林水産省農村振興局「鳥獣被害の現状と対策」
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22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度 R2年度

（億円）

239億円
226億円 230億円

199億円
191億円

176億円 172億円
164億円 158億円 158億円 161億円

シカ
56

サル
9

その他獣類
20

カラス
14

イノシシ
46

その他鳥類
16

推
定
個
体
数

（
2
0
1
9
年
度
実
績
）

捕
獲
頭
数

（
2
0
2
0
年
度
実
績
）

イノシシ80万頭
30年前の・・・

約3倍
シカ189万頭
30年前の・・・

約7倍
イノシシ68万頭
　　シカ67万頭
10年前の・・・

約2倍

猟師育成とジビエ料理

獣
道
の
把
握
と
経
験
が
も
の
を
言
う
狩
猟

狩猟免許取得のきっかけとなった祖父母のブドウ園地の前で
教本に目を落とす大森さん

狩猟免許とは

狩猟免許を保持し、狩猟をしようとする都道府県で、狩
猟免許に応じた狩猟者登録をすると、その年度の狩猟
期間中に狩猟を行うことができます。

狩猟免許を保持し、狩猟をしようとする都道府県で、狩
猟免許に応じた狩猟者登録をすると、その年度の狩猟
期間中に狩猟を行うことができます。

狩猟者登録とは

狩猟によって捕獲などが認められている野生の鳥と獣で、
それ以外の鳥獣は狩猟で捕獲することができません。狩
猟期間も定められており、鳥獣の種類や都道府県によっ
て期間が異なります。

狩猟によって捕獲などが認められている野生の鳥と獣で、
それ以外の鳥獣は狩猟で捕獲することができません。狩
猟期間も定められており、鳥獣の種類や都道府県によっ
て期間が異なります。

狩猟鳥獣及び狩猟期間とは

●網猟免許　　　　 ●ワナ猟免許
●第一種銃猟免許　 ●第二種銃猟免許

免許取得までの流れ

お
お
も
り
ま
こ
と

ジビエ（gibier）とは・・・フランス語で、食材となる野生動物やその肉のことを指します。日本ではシカ・イノシシ・クマなどが代表的です。

※岡山県農林水産部農村振興課鳥獣害対策室の監修を受けて作成しています。

狩猟免許試験の申込
（4月下旬～11月中旬）
※岡山県各県民局に申請
※試験の約1週間前に岡山県猟友会が開く
　初心者講習会もあり（任意の受講）

狩猟免許の受験
（6月中旬～12月上旬）
※試験は年6回　※免許種類ごとに受験

狩猟免許の取得
（7月～12月下旬）
※免許有効期間は3年間。初回は約3年間

狩猟者登録
※岡山県各県民局に申請

STEP
1

STEP
2

STEP
3

STEP
4

STEP
5

狩 猟
※岡山県の狩猟期間は11月15日～2月15日
●イノシシ及びニホンジカ／11月15日～3月15日
●ツキノワグマ／11月15日～12月14日

※なお、法第9条に基づく有害獣の許可捕獲は別途要件があります。

特集
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　「鳥獣と人々の境界が近くなった」「檻の中に人間が暮らしているようだ」と言われ始めて久しく、鳥獣に
よる被害は後を絶ちません。イノシシやシカの被害を中心に、近年ではサルによる被害も増加傾向にあります。
　持続可能な農業が求められ、鳥獣と上手に付き合っていくことが必要となっています。JAでも今年度の
事業計画に引き続き鳥獣害防止対策をかかげ、関係機関とともに鳥獣害に向き合っていきます。
　今月は、狩猟のプロたちの協力でワナのかけ方、おいしいジビエの食べ方などをご紹介します。

取得するには、都道府県が実施する試験に合格す
る必要があり、使用できる猟具の種類に応じて、
4種類に分かれています。

　
農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
２
０
２
０

（
令
和
２
）年
度
の
農
作
物
の
被
害
額
は
、

全
国
で
約
１
６
１
億
円（
前
年
比
２
％
、

約
３
億
円
増
）、
被
害
面
積
は
約
４
万

３
０
０
０
㌶（
前
年
比
10
％
減
）、
被
害

量
が
約
45
万
９
０
０
０
㌧（
前
年
比
0.4
％

増
）に
達
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
と
も
捕
獲
頭
数
が

　すべての野生鳥獣は、「鳥獣の保護及び管理並びに狩
猟の適正化に関する法律」で原則としてその捕獲などが禁止
されています。ただし、有害鳥獣などを許可捕獲する場合と
狩猟により捕獲することは可能です。狩猟による場合は、狩
猟免許を保持し、狩猟者登録を受ける必要があります。

　近年、メディアなどでジビエが取り上げられる機会が増え
ていることもあり、全国での新規の狩猟免許取得者数は約
1.7万人と増加傾向にあります。ただ、依然として狩猟者不
足であり、狩猟者の高齢化・狩猟技術の伝承が課題となっ
ています。

鳥獣害を考える40歳未満の狩猟免許保持者は近年増加

女
子
高
生
が
狩
り
ガ
ー
ル
に

夢
は
狩
猟
技
術
ス
ク
ー
ル
開
校

増
加
傾
向
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
被

害
額
は
依
然
と
し
て
高
い
水
準
と
な
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
狩
猟
者
の
高
齢
化

や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
で
、
捕
獲

頭
数
が
増
え
て
も
個
体
数
が
増
加
し
て

い
る
た
め
捕
獲
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
現
状

で
す
。

　
高
梁
市
で
女
子
高
生（
当
時
）の「
狩

り
ガ
ー
ル（
女
性
ハ
ン
タ
ー
）」が
誕
生
し
ま

し
た
。
大
森
麻
琴
さ
ん（
大
学
1
年
）は
、

高
校
在
学
中
に
ワ
ナ
猟
免
許
を
取
得
。

免
許
取
得
の
苦
労
を
い
か
し
、
若
い
人

が
狩
猟
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
環
境
保
全
や
狩
猟
技
術
の
伝
承

に
向
け
て
狩
猟
技
術
ス
ク
ー
ル
を
開
く
と

い
う
新
た
な
夢
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
大
森
さ
ん
を
狩
猟
免
許
の
取
得
に
向

け
て
突
き
動
か
し
た
の
は
、
祖
父
母
が

栽
培
す
る
ブ
ド
ウ
へ
の
被
害
や
、
通
学

時
に
イ
ノ
シ
シ
な
ど
と
遭
遇
す
る
機
会

が
増
え
た
こ
と
で
す
。

　
県
に
よ
る
と
、
鳥
獣
に
よ
る
２
０
２
０

年
度
の
農
林
水
産
被
害
は
２
億
６
４
１
０

万
円
と
、
高
止
ま
り
が
続
き
ま
す
。
一
方
、

狩
猟
免
許
の
登
録
者
数
は
４
６
８
５
件

と
横
ば
い
で
、
鳥
獣
害
対
策
で
は
人
手

不
足
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
若
い
狩
り
ガ
ー
ル
の
誕
生

に
狩
猟
歴
25
年
の
ベ
テ
ラ
ン

は「
鳥
獣
を
一
定
数
に
保
つ

た
め
に
も
、
地
域
の
狩
猟

を
引
っ
張
る
存
在
に
な
っ
て

ほ
し
い
」と
期
待
し
ま
す
。

　「
若
い
人
が
狩
猟
に
携
わ

る
に
は
、
よ
り
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
」と
大
森
さ
ん
。

そ
こ
で
構
想
す
る
の
が
、
ス
ク
ー
ル
の
開

校
。
地
元
猟
友
会
と
協
力
し
、
狩
猟
技

術
に
加
え
て
ジ
ビ
エ
文
化
の
伝
承
や
生

態
系
の
維
持
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

常
時
開
設
す
る
こ
と
で
、
年
１
回
の
他

団
体
の
講
習
会
と
差
別
化
し
、
狩
猟
に

対
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
た
い
考
え
で
す
。

　
自
治
体
か
ら
の
駆
除
要
請
の
対
応
、

家
族
連
れ
を
対
象
に
し
た
狩
猟
周
知
や

命
の
あ
り
が
た
さ
を
伝
え
る
野
生
鳥
獣

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
観
光
資
源
と
し
て
の

事
業
展
開
と
い
っ
た
夢
も
広
が
り
ま
す
。

　
大
森
さ
ん
は「
知
ら
な
い
人
に
も
狩
猟

や
鳥
獣
害
の
現
状
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
、
長
期
的
に
被
害
の
軽
減
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」と
、
地
域
に
役
立
つ
狩
猟

者
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
ま
す
。

増え続けるイノシシとシカ
【全国の農作物被害額の推移】

（出典）令和4年2月農林水産省農村振興局「鳥獣被害の現状と対策」
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（億円）

239億円
226億円 230億円

199億円
191億円

176億円 172億円
164億円 158億円 158億円 161億円

シカ
56

サル
9

その他獣類
20

カラス
14

イノシシ
46

その他鳥類
16

推
定
個
体
数

（
2
0
1
9
年
度
実
績
）

捕
獲
頭
数

（
2
0
2
0
年
度
実
績
）

イノシシ80万頭
30年前の・・・

約3倍
シカ189万頭
30年前の・・・

約7倍
イノシシ68万頭
　　シカ67万頭
10年前の・・・

約2倍

猟師育成とジビエ料理

獣
道
の
把
握
と
経
験
が
も
の
を
言
う
狩
猟

狩猟免許取得のきっかけとなった祖父母のブドウ園地の前で
教本に目を落とす大森さん

狩猟免許とは

狩猟免許を保持し、狩猟をしようとする都道府県で、狩
猟免許に応じた狩猟者登録をすると、その年度の狩猟
期間中に狩猟を行うことができます。

狩猟免許を保持し、狩猟をしようとする都道府県で、狩
猟免許に応じた狩猟者登録をすると、その年度の狩猟
期間中に狩猟を行うことができます。

狩猟者登録とは

狩猟によって捕獲などが認められている野生の鳥と獣で、
それ以外の鳥獣は狩猟で捕獲することができません。狩
猟期間も定められており、鳥獣の種類や都道府県によっ
て期間が異なります。

狩猟によって捕獲などが認められている野生の鳥と獣で、
それ以外の鳥獣は狩猟で捕獲することができません。狩
猟期間も定められており、鳥獣の種類や都道府県によっ
て期間が異なります。

狩猟鳥獣及び狩猟期間とは

●網猟免許　　　　 ●ワナ猟免許
●第一種銃猟免許　 ●第二種銃猟免許

免許取得までの流れ

お
お
も
り
ま
こ
と

ジビエ（gibier）とは・・・フランス語で、食材となる野生動物やその肉のことを指します。日本ではシカ・イノシシ・クマなどが代表的です。

※岡山県農林水産部農村振興課鳥獣害対策室の監修を受けて作成しています。

狩猟免許試験の申込
（4月下旬～11月中旬）
※岡山県各県民局に申請
※試験の約1週間前に岡山県猟友会が開く
　初心者講習会もあり（任意の受講）

狩猟免許の受験
（6月中旬～12月上旬）
※試験は年6回　※免許種類ごとに受験

狩猟免許の取得
（7月～12月下旬）
※免許有効期間は3年間。初回は約3年間

狩猟者登録
※岡山県各県民局に申請

STEP
1

STEP
2

STEP
3

STEP
4

STEP
5

狩 猟
※岡山県の狩猟期間は11月15日～2月15日
●イノシシ及びニホンジカ／11月15日～3月15日
●ツキノワグマ／11月15日～12月14日

※なお、法第9条に基づく有害獣の許可捕獲は別途要件があります。

特集
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教えてもらうのは、くくりワナ。獲物が通りそ
うな獣道に仕掛け、足を踏み抜くとバネの力
でワナが作動し、ワイヤーが足をくくり捕獲
する仕組みです。取り回しがよく、比較的手
軽に仕掛けることができ、コツさえつかめば
高い捕獲率を見込めます。

設置しようとする場所の土を掘り起こす（直径15㎝、深さ25
㎝くらい）。その時の土は後で覆いに使うので敷布に上げる。
イノシシがしっかり踏み込める深さを確保し、筒を埋設する。

設置しようとする場所の土を掘り起こす（直径15㎝、深さ25
㎝くらい）。その時の土は後で覆いに使うので敷布に上げる。
イノシシがしっかり踏み込める深さを確保し、筒を埋設する。

イノシシは足元が不安定な場所を避けるため、枝や石はよけ
て通る習性がある。獣道の途中に木の根っこなどがむき出し
になっていれば、そこをまたいで足を降ろす可能性が高い。
坂道や段差では、踏ん張りやすい安定した部分に足を置こう
とする。木の根など障害物の前後などの落ち葉をかき分け、
イノシシが踏み込んでいる場所・利用が集中しているところを
絞り込む。

イノシシは足元が不安定な場所を避けるため、枝や石はよけ
て通る習性がある。獣道の途中に木の根っこなどがむき出し
になっていれば、そこをまたいで足を降ろす可能性が高い。
坂道や段差では、踏ん張りやすい安定した部分に足を置こう
とする。木の根など障害物の前後などの落ち葉をかき分け、
イノシシが踏み込んでいる場所・利用が集中しているところを
絞り込む。

ワナにかかったイノシシは、
必死に暴れ、興奮している
ので大変危険です。ワイヤー
を固定している木を根元か
ら引き抜いたり、ワナが足
から外れたりする恐れがあ
ります。
状況をしっかり把握して安
全を確保しましょう。

ワナにかかったイノシシは、
必死に暴れ、興奮している
ので大変危険です。ワイヤー
を固定している木を根元か
ら引き抜いたり、ワナが足
から外れたりする恐れがあ
ります。
状況をしっかり把握して安
全を確保しましょう。

ワナを仕掛けるコツを一挙公開！

　
江
戸
時
代
に
は
食
感
や
食
味
が
ク
ジ
ラ
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
山
鯨
」と
呼
ば
れ
食
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

牛
肉
や
豚
肉
が
主
流
と
な
っ
た
今
、
シ
シ
肉
を
食
べ

る
機
会
は
極
端
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
ジ
ビ
エ（
鳥
獣
肉
）で
す
が
、
今

で
は
全
国
に
約
６
０
０
ヵ
所
も
の
野
生
鳥
獣
の
処
理
加

工
施
設
が
あ
り
ま
す
。
捕
獲
頭
数
が
増
え
る
一
方
で
、

食
肉
利
用
は
そ
の
う
ち
１
割
ほ
ど
に
留
ま
り
ま
す
。

　
近
年
、
食
肉
利
用
に
お
け
る
法
整
備
な
ど
の
動
き

が
本
格
化
し
て
お
り
、
食
肉
利
用
を
２
０
２
５
年
度
ま

で
に
現
在
の
倍
に
あ
た
る
４
０
０
０
㌧
に
増
や
す
計
画

で
す
。
命
を
い
た
だ
く
か
ら
こ
そ
、
流
通
・
消
費
ま
で

責
任
を
も
っ
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
安
全
な
ジ
ビ
エ
の
提
供
と
消
費
者
の
ジ
ビ
エ
に
対
す

る
安
心
を
確
保
し
よ
う
と
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
適
切
に
処
理
を
行
っ
て
い
る

施
設
を
認
証
す
る
制
度
で
す
。
制
度
に
よ
り
、
安
全

安
心
が
確
保
さ
れ
、
外
食
産
業
へ
の
提
供
の
ほ
か
、
商

品
と
し
て
の
消
費
拡
大
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

猟師歴42年のベテランが教えるワナ講座！

イノシシ編

希望があれば、各地区で３～５人程度を対象に経験
豊富な猟師が現地に出向いてアドバイスします。本店
営農部（電話086-476-1837）までお問い合わせい
ただければ、お取次ぎいたします。

「イノシシは免許があれば捕獲できるわけでも、
ワナを仕掛けてすぐ捕獲できるものでもない。
毎日の見回りと経験の積み重ねがとても大切」
と話し、イノシシによる被害がなくなることを
目標に今日も山に入ります。

農業・建築業をしながら山とともに暮らし、鳥獣害に困っていた近
隣農家を助けようと1980年に狩猟を始める。地元猟友会のリーダー
的存在として仲間とともに年間100頭ものイノシシを仕留める。
自らも食肉解体施設を整え、レシピの普及や商品化に取り組み、食
肉の利用促進や消費拡大にも力を注ぐ。

①体の表面についている害虫を落とすために泥を浴びる場所（ぬた場）
②立木へのこすり跡。 水の濁りや立木の泥の乾き具合によって新しい痕跡を探る

獣道は落ち葉を踏んだ後が
筋のように見える

ワナの設置・捕獲・止め刺しには所定の免許登録が必要
です。法令などを遵守し、地域のルールを守り、安全第
一で狩猟を行いましょう。野生動物を相手にしますので
非常に危険です。

イノシシくくりワナの
捕獲実践テクニックを伝授します！

教えてくれるのはこの方

設置方法

設置場所の選定

捕獲できても必ず安全優先で

STEP１

材料／4人分

段ボール紙で筒にふたをし、元のように土で覆い、その上に
ワナ先端部の輪を仕掛ける。ワイヤーの輪の大きさは、法定
基準を守る。

段ボール紙で筒にふたをし、元のように土で覆い、その上に
ワナ先端部の輪を仕掛ける。ワイヤーの輪の大きさは、法定
基準を守る。

STEP２

ワナの反対側のワイヤーを丈夫な木やかずらなどに向けて
まっすぐに這わせ、しっかり結ぶ。土で覆い、その上に落ち
葉を散らす。周囲と同じ環境になるよう戻す。余った土は、
ワナから離れた場所に置く。近くにある草でさらにカモフラー
ジュ（ここではシダ使用）。木の枝を置くと不自然に見えるので
置かない。ワナをかけた目印に標識をつける。

ワナの反対側のワイヤーを丈夫な木やかずらなどに向けて
まっすぐに這わせ、しっかり結ぶ。土で覆い、その上に落ち
葉を散らす。周囲と同じ環境になるよう戻す。余った土は、
ワナから離れた場所に置く。近くにある草でさらにカモフラー
ジュ（ここではシダ使用）。木の枝を置くと不自然に見えるので
置かない。ワナをかけた目印に標識をつける。

STEP３

［猟師］　長尾　一三さん／新見市

教えてくれるのはこの方

STEP１

STEP２・３

STEP３

手軽で安価、高い捕獲率の自作ワナ

市販されている部品で自作でき、費用も少なくて済みます。獲物の習性を
熟知し、あらかじめ山の地理を把握しておくことが必要です。

完成した自作ワナ

イノシシの足が入ると赤点線の作業部が動いて足をくくり、逃がさない

低
カ
ロ
リ
ー
で
高
タ
ン
パ
ク

イ
ノ
シ
シ
肉
は「
山
鯨
」と
も
！

命
を
い
た
だ
く
お
い
し
い
食
べ
方

安
心
し
て
食
べ
る
た
め
に
　

国
産
ジ
ビ
エ
認
証
制
度
　

「シシ肉を牛肉と同じように焼肉などで手軽に食べて
もらいたい」と瀧川さん。やはり最初の処置（血抜き
と脱砲）が何よりも肝心と力を込め、「その処理の仕
方で肉の質や食味が随分変わってくる」と話します。
また、トリミングと言われる肉の筋など不要な部分

を落とす作業も肉のよしあしを左右する大事なポイントで技術と経験
が必要です。「命をいただくからこそ、有効活用していく必要がある。
そのためには、鳥獣の中にもおいしく食べられるものがあることを多
くの人に知ってもらいたい」と話します。

・薄切りのシシ肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200ｇ
・シメジ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・400ｇ
・みりん、酒、しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
・だしの素、砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
・かいわれ大根・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々

つくり方
1.シメジを手で食べや すい大きさに割き、かいわ
れ大根を適当な大き さに切る。
2.薄切りのシシ肉を炒 める。シシ肉の色が変わっ
てきたら調味料を入 れて炒める。
3.器に盛り、かいわれ 大根を乗せて完成。

［猟師］　瀧川　信一さん／吉備中央町
知人の紹介で狩猟免許を取得して以来、50年以上イノシシ専門として狩猟を続ける。
ジビエのさまざまな料理を食べて研究し、食肉利用にも長け、いくつもの加工処理
施設の立ち上げに尽力。捕獲と加工処理技術の次世代伝承に力を入れている。

シシ肉とキノコ炒  め

※写真はアカタケを使用しています。

イノシシは、山で植物の根・果実・木の実など自然
の恵みを食べ、野山を駆け回っているので、低カロ
リーで高タンパクな食材です。

拡大

① ②

や
ま
く
じ
ら

JA直売所でもジビエ肉を販売中！！（一部取り扱いのない店舗もあります。お近くの店舗へお問い合わせください）

ながお かずみ

ここに筒を埋める

たきがわ しんいち

JA直売所で配布。
JAホームページでも
公開中！

とど

！

※免許保持者に限ります。

おすすめレシピ

特集
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教えてもらうのは、くくりワナ。獲物が通りそ
うな獣道に仕掛け、足を踏み抜くとバネの力
でワナが作動し、ワイヤーが足をくくり捕獲
する仕組みです。取り回しがよく、比較的手
軽に仕掛けることができ、コツさえつかめば
高い捕獲率を見込めます。

設置しようとする場所の土を掘り起こす（直径15㎝、深さ25
㎝くらい）。その時の土は後で覆いに使うので敷布に上げる。
イノシシがしっかり踏み込める深さを確保し、筒を埋設する。

設置しようとする場所の土を掘り起こす（直径15㎝、深さ25
㎝くらい）。その時の土は後で覆いに使うので敷布に上げる。
イノシシがしっかり踏み込める深さを確保し、筒を埋設する。

イノシシは足元が不安定な場所を避けるため、枝や石はよけ
て通る習性がある。獣道の途中に木の根っこなどがむき出し
になっていれば、そこをまたいで足を降ろす可能性が高い。
坂道や段差では、踏ん張りやすい安定した部分に足を置こう
とする。木の根など障害物の前後などの落ち葉をかき分け、
イノシシが踏み込んでいる場所・利用が集中しているところを
絞り込む。

イノシシは足元が不安定な場所を避けるため、枝や石はよけ
て通る習性がある。獣道の途中に木の根っこなどがむき出し
になっていれば、そこをまたいで足を降ろす可能性が高い。
坂道や段差では、踏ん張りやすい安定した部分に足を置こう
とする。木の根など障害物の前後などの落ち葉をかき分け、
イノシシが踏み込んでいる場所・利用が集中しているところを
絞り込む。

ワナにかかったイノシシは、
必死に暴れ、興奮している
ので大変危険です。ワイヤー
を固定している木を根元か
ら引き抜いたり、ワナが足
から外れたりする恐れがあ
ります。
状況をしっかり把握して安
全を確保しましょう。

ワナにかかったイノシシは、
必死に暴れ、興奮している
ので大変危険です。ワイヤー
を固定している木を根元か
ら引き抜いたり、ワナが足
から外れたりする恐れがあ
ります。
状況をしっかり把握して安
全を確保しましょう。

ワナを仕掛けるコツを一挙公開！

　
江
戸
時
代
に
は
食
感
や
食
味
が
ク
ジ
ラ
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
山
鯨
」と
呼
ば
れ
食
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

牛
肉
や
豚
肉
が
主
流
と
な
っ
た
今
、
シ
シ
肉
を
食
べ

る
機
会
は
極
端
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
ジ
ビ
エ（
鳥
獣
肉
）で
す
が
、
今

で
は
全
国
に
約
６
０
０
ヵ
所
も
の
野
生
鳥
獣
の
処
理
加

工
施
設
が
あ
り
ま
す
。
捕
獲
頭
数
が
増
え
る
一
方
で
、

食
肉
利
用
は
そ
の
う
ち
１
割
ほ
ど
に
留
ま
り
ま
す
。

　
近
年
、
食
肉
利
用
に
お
け
る
法
整
備
な
ど
の
動
き

が
本
格
化
し
て
お
り
、
食
肉
利
用
を
２
０
２
５
年
度
ま

で
に
現
在
の
倍
に
あ
た
る
４
０
０
０
㌧
に
増
や
す
計
画

で
す
。
命
を
い
た
だ
く
か
ら
こ
そ
、
流
通
・
消
費
ま
で

責
任
を
も
っ
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
安
全
な
ジ
ビ
エ
の
提
供
と
消
費
者
の
ジ
ビ
エ
に
対
す

る
安
心
を
確
保
し
よ
う
と
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
適
切
に
処
理
を
行
っ
て
い
る

施
設
を
認
証
す
る
制
度
で
す
。
制
度
に
よ
り
、
安
全

安
心
が
確
保
さ
れ
、
外
食
産
業
へ
の
提
供
の
ほ
か
、
商

品
と
し
て
の
消
費
拡
大
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

猟師歴42年のベテランが教えるワナ講座！

イノシシ編

希望があれば、各地区で３～５人程度を対象に経験
豊富な猟師が現地に出向いてアドバイスします。本店
営農部（電話086-476-1837）までお問い合わせい
ただければ、お取次ぎいたします。

「イノシシは免許があれば捕獲できるわけでも、
ワナを仕掛けてすぐ捕獲できるものでもない。
毎日の見回りと経験の積み重ねがとても大切」
と話し、イノシシによる被害がなくなることを
目標に今日も山に入ります。

農業・建築業をしながら山とともに暮らし、鳥獣害に困っていた近
隣農家を助けようと1980年に狩猟を始める。地元猟友会のリーダー
的存在として仲間とともに年間100頭ものイノシシを仕留める。
自らも食肉解体施設を整え、レシピの普及や商品化に取り組み、食
肉の利用促進や消費拡大にも力を注ぐ。

①体の表面についている害虫を落とすために泥を浴びる場所（ぬた場）
②立木へのこすり跡。 水の濁りや立木の泥の乾き具合によって新しい痕跡を探る

獣道は落ち葉を踏んだ後が
筋のように見える

ワナの設置・捕獲・止め刺しには所定の免許登録が必要
です。法令などを遵守し、地域のルールを守り、安全第
一で狩猟を行いましょう。野生動物を相手にしますので
非常に危険です。

イノシシくくりワナの
捕獲実践テクニックを伝授します！

教えてくれるのはこの方

設置方法

設置場所の選定

捕獲できても必ず安全優先で

STEP１

材料／4人分

段ボール紙で筒にふたをし、元のように土で覆い、その上に
ワナ先端部の輪を仕掛ける。ワイヤーの輪の大きさは、法定
基準を守る。

段ボール紙で筒にふたをし、元のように土で覆い、その上に
ワナ先端部の輪を仕掛ける。ワイヤーの輪の大きさは、法定
基準を守る。

STEP２

ワナの反対側のワイヤーを丈夫な木やかずらなどに向けて
まっすぐに這わせ、しっかり結ぶ。土で覆い、その上に落ち
葉を散らす。周囲と同じ環境になるよう戻す。余った土は、
ワナから離れた場所に置く。近くにある草でさらにカモフラー
ジュ（ここではシダ使用）。木の枝を置くと不自然に見えるので
置かない。ワナをかけた目印に標識をつける。

ワナの反対側のワイヤーを丈夫な木やかずらなどに向けて
まっすぐに這わせ、しっかり結ぶ。土で覆い、その上に落ち
葉を散らす。周囲と同じ環境になるよう戻す。余った土は、
ワナから離れた場所に置く。近くにある草でさらにカモフラー
ジュ（ここではシダ使用）。木の枝を置くと不自然に見えるので
置かない。ワナをかけた目印に標識をつける。

STEP３

［猟師］　長尾　一三さん／新見市

教えてくれるのはこの方

STEP１

STEP２・３

STEP３

手軽で安価、高い捕獲率の自作ワナ

市販されている部品で自作でき、費用も少なくて済みます。獲物の習性を
熟知し、あらかじめ山の地理を把握しておくことが必要です。

完成した自作ワナ

イノシシの足が入ると赤点線の作業部が動いて足をくくり、逃がさない

低
カ
ロ
リ
ー
で
高
タ
ン
パ
ク

イ
ノ
シ
シ
肉
は「
山
鯨
」と
も
！

命
を
い
た
だ
く
お
い
し
い
食
べ
方

安
心
し
て
食
べ
る
た
め
に
　

国
産
ジ
ビ
エ
認
証
制
度
　

「シシ肉を牛肉と同じように焼肉などで手軽に食べて
もらいたい」と瀧川さん。やはり最初の処置（血抜き
と脱砲）が何よりも肝心と力を込め、「その処理の仕
方で肉の質や食味が随分変わってくる」と話します。
また、トリミングと言われる肉の筋など不要な部分

を落とす作業も肉のよしあしを左右する大事なポイントで技術と経験
が必要です。「命をいただくからこそ、有効活用していく必要がある。
そのためには、鳥獣の中にもおいしく食べられるものがあることを多
くの人に知ってもらいたい」と話します。

・薄切りのシシ肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200ｇ
・シメジ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・400ｇ
・みりん、酒、しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
・だしの素、砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
・かいわれ大根・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々

つくり方
1.シメジを手で食べや すい大きさに割き、かいわ
れ大根を適当な大き さに切る。
2.薄切りのシシ肉を炒 める。シシ肉の色が変わっ
てきたら調味料を入 れて炒める。
3.器に盛り、かいわれ 大根を乗せて完成。

［猟師］　瀧川　信一さん／吉備中央町
知人の紹介で狩猟免許を取得して以来、50年以上イノシシ専門として狩猟を続ける。
ジビエのさまざまな料理を食べて研究し、食肉利用にも長け、いくつもの加工処理
施設の立ち上げに尽力。捕獲と加工処理技術の次世代伝承に力を入れている。

シシ肉とキノコ炒  め

※写真はアカタケを使用しています。

イノシシは、山で植物の根・果実・木の実など自然
の恵みを食べ、野山を駆け回っているので、低カロ
リーで高タンパクな食材です。

拡大

① ②

や
ま
く
じ
ら

JA直売所でもジビエ肉を販売中！！（一部取り扱いのない店舗もあります。お近くの店舗へお問い合わせください）

ながお かずみ

ここに筒を埋める

たきがわ しんいち

JA直売所で配布。
JAホームページでも
公開中！

とど

！

※免許保持者に限ります。

おすすめレシピ

特集
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作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

❶ 植え付け準備
日当たり・排水のよいほ場を選び、植え付け２週間くらい前
に元肥を施し、できるだけ深くすき込んでおく。

❸ 種芋の準備

❹ 植え付け

無病の種芋を選び、ナガイモで５０～１００ｇ・イチョウイモ
やヤマトイモで５０～７０ｇの大きさに切る。
種子消毒した後、日陰で乾燥させておく。

地温が１５度以上になった頃が植え付け適期。種イモを畝
に対して横置きにする。覆土は５～６㎝とする。

❷ 畝づくり
なるべく深耕して畝を高く盛土する。

ヤマイモの植え付け時は肥料を施肥せず、追肥中心の
栽培とする。ツルが２０～３０ｃｍになった頃から８月上旬ま
で3回ほど施用する。
３回目は草勢をよく見て、葉の緑が濃く、側枝の伸びが
旺盛すぎるようなら、量を減らしたり、追肥をしないなど調
節する。葉のしげりすぎは病害虫の発生や、イモの変形
につながる。

１個の種イモから出る芽を1本に芽かきする。イモを十分
に肥大させるためには、受光態勢をよくするため、支柱を
立てる。支柱は高さ１２０～１５０ｃｍくらいで、伸びてきた
ツルをネットに誘引する。
イモの肥大期の７～９月は乾きやすい畑ではかん水を心が
け、除草と乾燥防止を兼ねて敷きワラをする。

ほかにトンネル用の支柱を半円形に立てたり、キュウリの
支柱やパイプなどを利用してもよい。

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

完熟たい肥
2㎏

苦土石灰
50g

ヤマイモ
とろろで食べる独特のねばり 教えてくれるのは

この人！！
勝山支店 経済課

福家　雅規
ふくや まさのり

■おすすめ資材

❶CDU化成S682
速効性と緩効性、どちらの成分も
含まれるので、生育初期・中後期
まで肥効が続きます。

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資　材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めは…

丸い物・長い物・とっくりなど形も多様で、
ナガイモ・イチョウイモ・ヤマトイモなど
の品種があります。
発芽が地温15度前後で始まり、地上
部の生育適期は２５度前後。霜にあう
と地上部は枯死するの
で注意しましょう。

1㎡あたりの量

❺ 施肥
早掘りするとイモからアクが出て色が変わりやすいため、
葉が黄色く紅葉し、枯死するまで待ってから収穫を行う。
ナガイモはとても折れやすく、傷つきやすいので先端の方
までしっかりと土を掘り、丁寧に収穫する。

❼ 収穫

❻ 管理

●植え付け　　　　収穫

病害虫防除

農薬の使用にあたってはラベルをよく確認し、使用し
た記録を残しておきましょう。
詳しくはお近くのＪＡにお尋ねください。

　
将
来
を
担
う
学
生
が
Ｊ
Ａ
営
農
指

導
員
に
教
わ
り
、
ゼ
ロ
か
ら
野
菜
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

　
農
業
は
も
ち
ろ
ん
、
土
を
触
る
の

も
初
め
て
。
土
を
耕
し
、
種
を
ま
き
、

水
や
り
と
草
取
り
を
し
な
が
ら
自
分

た
ち
で
野
菜
を
育
て
収
穫
し
ま
す
。

自
然
相
手
の
農
業
の
厳
し
さ
や
野
菜

の
成
長
を
肌
で
感
じ
、
生
き
る
力
を

養
い
、食
べ
物
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

　
思
う
よ
う
な
野
菜
が
で
き
な
く
て

も
大
丈
夫
。
食
の
プ
ロ
を
目
指
す
学

生
や
大
学
教
授
か
ら
栄
養
の
話
を
交

え
な
が
ら
工
夫
次
第
で
お
い
し
く
味

わ
え
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
紹
介
し
ま
す
。

写真上：キャンパス内に整備
する体験農園／写真左：実
習は4月上旬に始まり、元肥
を入れて畝をつくった

Ｒ
Ｓ
Ｋ
山
陽
放
送

「
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
」

新
企
画
ス
タ
ー
ト

毎
月
第
4
水
曜
日
に
放
送

ナガイモ
イチョウイモ

ヤマトイモ

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

栽培スケジュール

深さ
栽植距離

畝幅

ナガイモ ５０～１００ｃｍ ８０～９０ｃｍ

１２０～１５０ｃｍ

７０～８０ｃｍ

２０～３０ｃｍ

３５ｃｍ

２０～２５ｃｍ

４０～５０ｃｍ

４０～５０ｃｍ

ヤマトイモ

イチョウイモ

株間

約80～90㎝

約30㎝
約30㎝

約30㎝

ナガイモ

ヤマトイモ イチョウイモ
ナガイモ群の場合

太い部分は
80～100gに

竹べらなどで
切り目を入れて
手で折るとよい

15㎝目くらいの
エンドウネット
などを利用

首の部分は
50～60gに

種イモの切り方と
大きさを守る。
1つ50～70g

等分になるよう
縦に切る。
1つ50～70gに

はじめは種イモに含まれる養分で育つため肥料の吸収
が少ない。種イモの近くに肥料があるとかえって腐敗し
たり新イモの肌を傷つけるので注意する。

施肥
位置

新イモ

種イモ吸収根
主茎

施肥
位置

ネコブセンチュウ

（予防）連作を避け、根菜類の後に作付けしないこと。

ネマトリンエース粒剤 植付け前、１回以内

対応薬剤

葉渋病

梅雨や秋など雨の多い時期～茎葉が衰退する月の下旬から
増加し始める。葉の表目に黄色の小斑点が発生し、葉脈
にそって多角形となる。拡大してくると葉が枯死し落葉する。

ラビライト水和剤 収穫前１４日前、４回以内とする

対応薬剤

炭疽病

梅雨時期、晩夏～初秋に多く発生する。繁茂のはじめに
茎葉が褐色の小斑点が発生し、高い湿度で急速に拡大し
て、黒褐色の大きな病斑となる。

ダコニール１０００ 収穫３０日前、６回以内とする

対応薬剤

アブラムシ・ヤマノイモコガ

トレボン乳剤 収穫14日前、3回以内とする

マブリック水和剤２０ 収穫７日前、２回以内とする

対応薬剤

❶
CDU化成
S682
80ｇ

1㎡あたりの量

ようりん
80g

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
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作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

❶ 植え付け準備
日当たり・排水のよいほ場を選び、植え付け２週間くらい前
に元肥を施し、できるだけ深くすき込んでおく。

❸ 種芋の準備

❹ 植え付け

無病の種芋を選び、ナガイモで５０～１００ｇ・イチョウイモ
やヤマトイモで５０～７０ｇの大きさに切る。
種子消毒した後、日陰で乾燥させておく。

地温が１５度以上になった頃が植え付け適期。種イモを畝
に対して横置きにする。覆土は５～６㎝とする。

❷ 畝づくり
なるべく深耕して畝を高く盛土する。

ヤマイモの植え付け時は肥料を施肥せず、追肥中心の
栽培とする。ツルが２０～３０ｃｍになった頃から８月上旬ま
で3回ほど施用する。
３回目は草勢をよく見て、葉の緑が濃く、側枝の伸びが
旺盛すぎるようなら、量を減らしたり、追肥をしないなど調
節する。葉のしげりすぎは病害虫の発生や、イモの変形
につながる。

１個の種イモから出る芽を1本に芽かきする。イモを十分
に肥大させるためには、受光態勢をよくするため、支柱を
立てる。支柱は高さ１２０～１５０ｃｍくらいで、伸びてきた
ツルをネットに誘引する。
イモの肥大期の７～９月は乾きやすい畑ではかん水を心が
け、除草と乾燥防止を兼ねて敷きワラをする。

ほかにトンネル用の支柱を半円形に立てたり、キュウリの
支柱やパイプなどを利用してもよい。

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

完熟たい肥
2㎏

苦土石灰
50g

ヤマイモ
とろろで食べる独特のねばり 教えてくれるのは

この人！！
勝山支店 経済課

福家　雅規
ふくや まさのり

■おすすめ資材

❶CDU化成S682
速効性と緩効性、どちらの成分も
含まれるので、生育初期・中後期
まで肥効が続きます。

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資　材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めは…

丸い物・長い物・とっくりなど形も多様で、
ナガイモ・イチョウイモ・ヤマトイモなど
の品種があります。
発芽が地温15度前後で始まり、地上
部の生育適期は２５度前後。霜にあう
と地上部は枯死するの
で注意しましょう。

1㎡あたりの量

❺ 施肥
早掘りするとイモからアクが出て色が変わりやすいため、
葉が黄色く紅葉し、枯死するまで待ってから収穫を行う。
ナガイモはとても折れやすく、傷つきやすいので先端の方
までしっかりと土を掘り、丁寧に収穫する。

❼ 収穫

❻ 管理

●植え付け　　　　収穫

病害虫防除

農薬の使用にあたってはラベルをよく確認し、使用し
た記録を残しておきましょう。
詳しくはお近くのＪＡにお尋ねください。

　
将
来
を
担
う
学
生
が
Ｊ
Ａ
営
農
指

導
員
に
教
わ
り
、
ゼ
ロ
か
ら
野
菜
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

　
農
業
は
も
ち
ろ
ん
、
土
を
触
る
の

も
初
め
て
。
土
を
耕
し
、
種
を
ま
き
、

水
や
り
と
草
取
り
を
し
な
が
ら
自
分

た
ち
で
野
菜
を
育
て
収
穫
し
ま
す
。

自
然
相
手
の
農
業
の
厳
し
さ
や
野
菜

の
成
長
を
肌
で
感
じ
、
生
き
る
力
を

養
い
、食
べ
物
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

　
思
う
よ
う
な
野
菜
が
で
き
な
く
て

も
大
丈
夫
。
食
の
プ
ロ
を
目
指
す
学

生
や
大
学
教
授
か
ら
栄
養
の
話
を
交

え
な
が
ら
工
夫
次
第
で
お
い
し
く
味

わ
え
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
紹
介
し
ま
す
。

写真上：キャンパス内に整備
する体験農園／写真左：実
習は4月上旬に始まり、元肥
を入れて畝をつくった

Ｒ
Ｓ
Ｋ
山
陽
放
送

「
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
」

新
企
画
ス
タ
ー
ト

毎
月
第
4
水
曜
日
に
放
送

ナガイモ
イチョウイモ

ヤマトイモ

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

栽培スケジュール

深さ
栽植距離

畝幅

ナガイモ ５０～１００ｃｍ ８０～９０ｃｍ

１２０～１５０ｃｍ

７０～８０ｃｍ

２０～３０ｃｍ

３５ｃｍ

２０～２５ｃｍ

４０～５０ｃｍ

４０～５０ｃｍ

ヤマトイモ

イチョウイモ

株間

約80～90㎝

約30㎝
約30㎝

約30㎝

ナガイモ

ヤマトイモ イチョウイモ
ナガイモ群の場合

太い部分は
80～100gに

竹べらなどで
切り目を入れて
手で折るとよい

15㎝目くらいの
エンドウネット
などを利用

首の部分は
50～60gに

種イモの切り方と
大きさを守る。
1つ50～70g

等分になるよう
縦に切る。
1つ50～70gに

はじめは種イモに含まれる養分で育つため肥料の吸収
が少ない。種イモの近くに肥料があるとかえって腐敗し
たり新イモの肌を傷つけるので注意する。

施肥
位置

新イモ

種イモ吸収根
主茎

施肥
位置

ネコブセンチュウ

（予防）連作を避け、根菜類の後に作付けしないこと。

ネマトリンエース粒剤 植付け前、１回以内

対応薬剤

葉渋病

梅雨や秋など雨の多い時期～茎葉が衰退する月の下旬から
増加し始める。葉の表目に黄色の小斑点が発生し、葉脈
にそって多角形となる。拡大してくると葉が枯死し落葉する。

ラビライト水和剤 収穫前１４日前、４回以内とする

対応薬剤

炭疽病

梅雨時期、晩夏～初秋に多く発生する。繁茂のはじめに
茎葉が褐色の小斑点が発生し、高い湿度で急速に拡大し
て、黒褐色の大きな病斑となる。

ダコニール１０００ 収穫３０日前、６回以内とする

対応薬剤

アブラムシ・ヤマノイモコガ

トレボン乳剤 収穫14日前、3回以内とする

マブリック水和剤２０ 収穫７日前、２回以内とする

対応薬剤

❶
CDU化成
S682
80ｇ

1㎡あたりの量

ようりん
80g

ホ
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晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　津山女性部加茂支部さわやか会の12人は２月中
旬、地元公民館で「だるまさんマグネット」づくりを楽
しみました。カラフルで表情豊かなダルマの完成に、
参加者は「細かい作業が多くて苦労したけど、かわ
いくできてうれしい」と笑顔で話しました。

　
倉
敷
市
真
備
町
で
２
月
下
旬
、「
ま
び
の
た
け
の
こ
」の

出
荷
が
始
ま
り
、
５
月
上
旬
ま
で
県
内
を
中
心
に
東
京
や

福
山
市
場
に
出
荷
し
ま
す
。
同
町
の
タ
ケ
ノ
コ
は
、
粘
土

質
の
赤
土
で
育
つ
た
め
、
白
く
て
や
わ
ら
か
く
、
エ
グ
味

が
少
な
い
の
が
特
徴
。
真
備
筍
生
産
組
合
の
蛭
田
純
司
組

合
長
は「
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」と
話
し

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
S
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
も
つ
な
が
る
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
3
月

中
旬
、
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー

ラ
岡
山（
株
）と
協
力
し
、

県
内
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
全

23
店
舗
の
店
頭
で「
連

島
れ
ん
こ
ん
」「
山
陽
エ

ン
ダ
イ
ブ
」な
ど
の
特
産

を
来
店
者
に
進
呈
し
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は「
コ
ロ
ナ
禍
で

組
合
員
・
利
用
者
と
の

接
点
が
希
薄
に
な
る
中
、
新
た
な
場
面
で
接
点
が
構
築
で
き
る

期
待
の
場
」と
展
望
し
ま
す
。
同
社
は
、
今
後
も
旬
の
農
畜
産

物
な
ど
展
開
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
方
針
で
す
。

　JAは３月中旬、山手直売所で「美
星豚フェア」を開きました。美星加
工センターで製造した精肉やハム・
ソーセージ・ハンバーグなどの加工
品20種類以上を、JA直行便を運
用して直接販売しました。
　購入した消費者は「脂の旨味が
感じられ、非常においしい。加工

まで一貫しているので安心して食べ
られるのも魅力」と話しました。
　今後はメニューやギフトの開発を
進めます。営農部は「事業間連携を
進め、美星豚のブランディングと確
固たる地位の確立を目指す」と展望
します。

　
J
Ａ
の
ブ
ド
ウ
販
売
額
が
２
０
２
１
年
産
で
初
め
て

71
億
円
の
大
台
を
突
破
し
ま
し
た
。
管
内
45
組
織
が「
ピ

オ
ー
ネ
」「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」な
ど
大
粒
系
ブ
ド
ウ
を

中
心
に
約
７
４
０
㌶
を
栽
培
。
県
南
か
ら
県
北
ま
で
標

高
差
や
気
温
差
を
い
か
し
、
作
型
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
５
月
下
旬
か
ら
12
月
末
ま
で
長
期
間
出
荷
し
ま
し
た
。

　
全
国
の
主
要
市
場
へ
前
年
を
上
回
る
４
９
５
９
㌧
を

仕
向
け
、
県
南
部
の
ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
で
は
独
自
に

常
設
し
た
売
り
場
が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。
管
内
各

産
地
と
県
内
直
売
所
を
結
ぶ
Ｊ
Ａ
直
行
便
に
よ
る
直

接
販
売
の
拡
大
も
後

押
し
し
ま
し
た
。

　
平
均
1
㌕
単
価
は

１
４
３
９
円
と
前
年

を
上
回
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
ギ
フ
ト
・
家
庭
・

輸
出
な
ど
幅
広
い
消

費
に
支
え
ら
れ
ま
し

た
。
販
売
金
額
は
全

統
括
本
部
で
前
年
比

６
〜
25
％
伸
ば

し
、
全
体
で
71

億
３
６
３
７
万

円
を
売
り
上
げ

ま
し
た
。

　
営
農
担
当
の
山
本
日
吉
司
常
務
は「
生
産
者
の

努
力
の
積
み
重
ね
と
結
集
に
よ
っ
て
質
・
量
と
も

に
ま
と
ま
っ
た
。
高
度
な
生
産
技
術
を
全
体
に

普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、
輸
出
も
視
野
に
入
れ

て
県
内
か
ら
海
外
ま
で
積
極
的
に
販
売
し
て
い

き
た
い
」と
展
望
し
ま
す
。

　
昨
年
度
は
第
51
回
日
本
農
業
賞
・
集
団
組
織

の
部
で
船
穂
町
ぶ
ど
う
部
会
が
大
賞
に
輝
き
、
約

９
億
８
０
０
０
万
円
を
販
売
。
今
年
も
６
月
か
ら

の
計
画
的
な
出
荷
を
見
据
え
、
枝
管
理
を
本
格
化

さ
せ
て
い
ま
す
。

　
浅
野
三
門
部
会
長
は「
燃
油
高
騰
で
コ
ス
ト
高

だ
が
、
加
温
栽
培
の
生
育
は
順
調
。
さ
ら
な
る

模
範
と
な
れ
る
ブ
ド
ウ
づ
く
り
を
追
求
し
た
い
」

と
張
り
切
り
ま
す
。

出
荷
規
格
を
確
認
す
る
生
産
者

ブ
ド
ウ
販
売
71
億
円
突
破

全
国
へ
長
期
安
定
出
荷

米の委託販売を統一管理
事務手続き負担軽減

「まびのたけのこ」出番
やわらかく、エグ味少ない

新
鮮
食
材
を
直
行
便
で
お
届
け

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
と
コ
ラ
ボ

　
J
A
は
安
全
で
住
み
や
す
い
街

づ
く
り
を
目
指
し
、
管
内
13
市
10

町
２
村
へ
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
夜
光
た

す
き
・
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
・
反
射

材
な
ど
交
通
安
全
機
器
１
万
９
１
４
８
個
を
贈
り

ま
し
た
。

　
毎
年
、Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
岡
山
が
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
で
実
施
。
2
月
中
旬
に
は
Ｊ
Ａ
の

石
我
均
組
合
長
が
倉
敷
市
庁
舎
を
訪
れ「
交
通

事
故
撲
滅
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」と
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
な
い
社
会
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
を

市
町
村
へ

もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 さ れ る
JＡ

へ

倉敷市へ機器を贈る石我組合長（右）

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

　ＪＡは、管内８地区の生産者約１万人が出荷する委託販売
米を、検査から倉庫入出庫・最終精算・入金まで統一管理
する米穀共同計算システムを導入しました。集荷から生産者
への入金まで一元管理するシステムは全国で初めて。今春は
2020年産米の最終精算を見込み、各地区の販売実績を基に、
生産者ごとの経費控除や精算単価を自動計算します。
　合併で県南から県北まで広域となり、20年産米では2万
400tの委託販売を担います。これまでは地区ごとに汎用ソフト
を使って販売実績を管理し、数量・金額の把握や確認など
精算処理に莫大な事務負担が掛かっていました。新システムは、
ＪＡ岡山中央会や岡山県農協電算センターの協力で開発。25
以上ある品種を、包装や等級、主食用・加工用・飼料用な
ど区分ごとに生産者とひも付けて管理します。
　地区ごとの複雑な単価計算や控除計算も本店で一括処理
することが可能で、操作手順もマニュアル化し、ＪＡ内の事務
手続きを整理することで特定の担当者の経験やスキルに頼る
ことなく職員の異動時の障害も回避できます。
　営農部は「合併による大規模化で数字のすり合わせにかかる
事務処理の軽減が課題だった。精算通知書の円滑化で、正
確な送付につながる」と期待を寄せます。

美星の豚肉や加工品をＰＲする
美星加工センターの職員

丁
寧
に
種
ま
き

白
ネ
ギ
産
地
化
へ

丁
寧
に
播
種
を
確
認
す
る
作
業
員

販売店店頭に届いた新鮮な青果物を手にする来店者

雑誌「ちゃぐりん」参考に
手づくりだるまマグネット

マ
グ
ネ
ッ
ト
を
作
る
部
員

い
し
が
ひ
と
し

や
ま
も
と

ひ
よ
し

あ
さ
の
み
か
ど

農家所得の
増大

農家所得の
増大

　真庭市で２月下旬から、白ネギの種まきが始まり
ました。作業員がピンセットを使い、丁寧に播種を
確認。育苗ハウスに運び入れました。
　JAでは選果場も整備し、貸出し用の定植・畝上げ・
収穫機を導入して産地化を進めています。

ひ
る
た
す
み
じ

美
星
の
豚
肉

精
肉
か
ら
加
工
品
ま
で
一
堂
に

委託販売米の出庫作業。販売精算とも連動させて統一管理する

「マスカット・オブ・アレキサンドリア」の出荷に向け、管理作業に余念がない船穂町ぶどう部会浅野部会長
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晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS
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SDGs
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JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　津山女性部加茂支部さわやか会の12人は２月中
旬、地元公民館で「だるまさんマグネット」づくりを楽
しみました。カラフルで表情豊かなダルマの完成に、
参加者は「細かい作業が多くて苦労したけど、かわ
いくできてうれしい」と笑顔で話しました。

　
倉
敷
市
真
備
町
で
２
月
下
旬
、「
ま
び
の
た
け
の
こ
」の

出
荷
が
始
ま
り
、
５
月
上
旬
ま
で
県
内
を
中
心
に
東
京
や

福
山
市
場
に
出
荷
し
ま
す
。
同
町
の
タ
ケ
ノ
コ
は
、
粘
土

質
の
赤
土
で
育
つ
た
め
、
白
く
て
や
わ
ら
か
く
、
エ
グ
味

が
少
な
い
の
が
特
徴
。
真
備
筍
生
産
組
合
の
蛭
田
純
司
組

合
長
は「
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」と
話
し

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
、
S
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
も
つ
な
が
る
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
3
月

中
旬
、
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー

ラ
岡
山（
株
）と
協
力
し
、

県
内
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
全

23
店
舗
の
店
頭
で「
連

島
れ
ん
こ
ん
」「
山
陽
エ

ン
ダ
イ
ブ
」な
ど
の
特
産

を
来
店
者
に
進
呈
し
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は「
コ
ロ
ナ
禍
で

組
合
員
・
利
用
者
と
の

接
点
が
希
薄
に
な
る
中
、
新
た
な
場
面
で
接
点
が
構
築
で
き
る

期
待
の
場
」と
展
望
し
ま
す
。
同
社
は
、
今
後
も
旬
の
農
畜
産

物
な
ど
展
開
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
方
針
で
す
。

　JAは３月中旬、山手直売所で「美
星豚フェア」を開きました。美星加
工センターで製造した精肉やハム・
ソーセージ・ハンバーグなどの加工
品20種類以上を、JA直行便を運
用して直接販売しました。
　購入した消費者は「脂の旨味が
感じられ、非常においしい。加工

まで一貫しているので安心して食べ
られるのも魅力」と話しました。
　今後はメニューやギフトの開発を
進めます。営農部は「事業間連携を
進め、美星豚のブランディングと確
固たる地位の確立を目指す」と展望
します。

　
J
Ａ
の
ブ
ド
ウ
販
売
額
が
２
０
２
１
年
産
で
初
め
て

71
億
円
の
大
台
を
突
破
し
ま
し
た
。
管
内
45
組
織
が「
ピ

オ
ー
ネ
」「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」な
ど
大
粒
系
ブ
ド
ウ
を

中
心
に
約
７
４
０
㌶
を
栽
培
。
県
南
か
ら
県
北
ま
で
標

高
差
や
気
温
差
を
い
か
し
、
作
型
を
組
み
合
わ
せ
な
が

ら
５
月
下
旬
か
ら
12
月
末
ま
で
長
期
間
出
荷
し
ま
し
た
。

　
全
国
の
主
要
市
場
へ
前
年
を
上
回
る
４
９
５
９
㌧
を

仕
向
け
、
県
南
部
の
ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
で
は
独
自
に

常
設
し
た
売
り
場
が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。
管
内
各

産
地
と
県
内
直
売
所
を
結
ぶ
Ｊ
Ａ
直
行
便
に
よ
る
直

接
販
売
の
拡
大
も
後

押
し
し
ま
し
た
。

　
平
均
1
㌕
単
価
は

１
４
３
９
円
と
前
年

を
上
回
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
ギ
フ
ト
・
家
庭
・

輸
出
な
ど
幅
広
い
消

費
に
支
え
ら
れ
ま
し

た
。
販
売
金
額
は
全

統
括
本
部
で
前
年
比

６
〜
25
％
伸
ば

し
、
全
体
で
71

億
３
６
３
７
万

円
を
売
り
上
げ

ま
し
た
。

　
営
農
担
当
の
山
本
日
吉
司
常
務
は「
生
産
者
の

努
力
の
積
み
重
ね
と
結
集
に
よ
っ
て
質
・
量
と
も

に
ま
と
ま
っ
た
。
高
度
な
生
産
技
術
を
全
体
に

普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、
輸
出
も
視
野
に
入
れ

て
県
内
か
ら
海
外
ま
で
積
極
的
に
販
売
し
て
い

き
た
い
」と
展
望
し
ま
す
。

　
昨
年
度
は
第
51
回
日
本
農
業
賞
・
集
団
組
織

の
部
で
船
穂
町
ぶ
ど
う
部
会
が
大
賞
に
輝
き
、
約

９
億
８
０
０
０
万
円
を
販
売
。
今
年
も
６
月
か
ら

の
計
画
的
な
出
荷
を
見
据
え
、
枝
管
理
を
本
格
化

さ
せ
て
い
ま
す
。

　
浅
野
三
門
部
会
長
は「
燃
油
高
騰
で
コ
ス
ト
高

だ
が
、
加
温
栽
培
の
生
育
は
順
調
。
さ
ら
な
る

模
範
と
な
れ
る
ブ
ド
ウ
づ
く
り
を
追
求
し
た
い
」

と
張
り
切
り
ま
す
。

出
荷
規
格
を
確
認
す
る
生
産
者

ブ
ド
ウ
販
売
71
億
円
突
破

全
国
へ
長
期
安
定
出
荷

米の委託販売を統一管理
事務手続き負担軽減

「まびのたけのこ」出番
やわらかく、エグ味少ない

新
鮮
食
材
を
直
行
便
で
お
届
け

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
と
コ
ラ
ボ

　
J
A
は
安
全
で
住
み
や
す
い
街

づ
く
り
を
目
指
し
、
管
内
13
市
10

町
２
村
へ
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
夜
光
た

す
き
・
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
・
反
射

材
な
ど
交
通
安
全
機
器
１
万
９
１
４
８
個
を
贈
り

ま
し
た
。

　
毎
年
、Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
岡
山
が
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
で
実
施
。
2
月
中
旬
に
は
Ｊ
Ａ
の

石
我
均
組
合
長
が
倉
敷
市
庁
舎
を
訪
れ「
交
通

事
故
撲
滅
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」と
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
な
い
社
会
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
を

市
町
村
へ

もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 さ れ る
JＡ

へ

倉敷市へ機器を贈る石我組合長（右）

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

　ＪＡは、管内８地区の生産者約１万人が出荷する委託販売
米を、検査から倉庫入出庫・最終精算・入金まで統一管理
する米穀共同計算システムを導入しました。集荷から生産者
への入金まで一元管理するシステムは全国で初めて。今春は
2020年産米の最終精算を見込み、各地区の販売実績を基に、
生産者ごとの経費控除や精算単価を自動計算します。
　合併で県南から県北まで広域となり、20年産米では2万
400tの委託販売を担います。これまでは地区ごとに汎用ソフト
を使って販売実績を管理し、数量・金額の把握や確認など
精算処理に莫大な事務負担が掛かっていました。新システムは、
ＪＡ岡山中央会や岡山県農協電算センターの協力で開発。25
以上ある品種を、包装や等級、主食用・加工用・飼料用な
ど区分ごとに生産者とひも付けて管理します。
　地区ごとの複雑な単価計算や控除計算も本店で一括処理
することが可能で、操作手順もマニュアル化し、ＪＡ内の事務
手続きを整理することで特定の担当者の経験やスキルに頼る
ことなく職員の異動時の障害も回避できます。
　営農部は「合併による大規模化で数字のすり合わせにかかる
事務処理の軽減が課題だった。精算通知書の円滑化で、正
確な送付につながる」と期待を寄せます。

美星の豚肉や加工品をＰＲする
美星加工センターの職員

丁
寧
に
種
ま
き

白
ネ
ギ
産
地
化
へ

丁
寧
に
播
種
を
確
認
す
る
作
業
員

販売店店頭に届いた新鮮な青果物を手にする来店者

雑誌「ちゃぐりん」参考に
手づくりだるまマグネット

マ
グ
ネ
ッ
ト
を
作
る
部
員

い
し
が
ひ
と
し

や
ま
も
と

ひ
よ
し

あ
さ
の
み
か
ど

農家所得の
増大

農家所得の
増大

　真庭市で２月下旬から、白ネギの種まきが始まり
ました。作業員がピンセットを使い、丁寧に播種を
確認。育苗ハウスに運び入れました。
　JAでは選果場も整備し、貸出し用の定植・畝上げ・
収穫機を導入して産地化を進めています。

ひ
る
た
す
み
じ

美
星
の
豚
肉

精
肉
か
ら
加
工
品
ま
で
一
堂
に

委託販売米の出庫作業。販売精算とも連動させて統一管理する

「マスカット・オブ・アレキサンドリア」の出荷に向け、管理作業に余念がない船穂町ぶどう部会浅野部会長
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　勝英統括本部管内でアスパラガ
スの出荷が始まり、春芽は５月上旬
まで出荷を見込みます。勝英アスパ
ラ部会では出荷数量60ｔ・販売高
6,000万円を目指します。
　県内一の生産量を誇り、甘くシャ

キシャキとした食感が評判。同部会
英田支部の小林和司支部長は「お
いしいと食べてくれるのが一番のや
りがい。アスパラガス本来の味を引
き出すように頑張りたい」と力を込め
ます。

　
女
性
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
く
ら
し
き
農
業

女
子
の
会
」は
、
マ
ル
シ
ェ
部
を
設
立
し
、
地
産

地
消
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
J
A
の
生
産
部

会
な
ど
に
所
属
す
る
農
家
の
後
継
者
や
新
規
就

農
者
ら
12
人
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）や
口
コ
ミ
で
告
知
す
る「
ゲ
リ
ラ
マ
ル

シ
ェ
」を
開
く
ほ
か
、
事
前
予
約
の
弁
当
を
販
売
。

コ
ロ
ナ
禍
で
農
産
物
の
流
通
や
販
売
が
停
滞
す
る

中
、
地
元
で
の
消
費
拡
大
に
奮
闘
し
ま
す
。

　
代
表
の
角
田
文
子
さ
ん
は「
少
量
栽
培
や
規
格

外
品
な
ど
、
販
売
が
難
し
い
も
の
も
消
費
者
に

届
け
ら
れ
る
」と
、
新
た
な
連
携
に
よ
る
販
路
拡

大
に
期
待
し
ま
す
。　

新
見
統
括
本
部
管
内
の
生
産
者
は
３
月
末
ま

で
に
、
不
要
に
な
っ
た
施
設
栽
培
用
の
被
覆
ビ

ニ
ー
ル
・
肥
料
袋
・
育
苗
箱
な
ど
32
㌧
、
農
薬

類
2
㌧
を
適
正
に
処
分
し
ま
し
た
。

　
個
々
で
は
手
続
き
や
費
用
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
収
集

作
業
や
事
務
を
Ｊ
Ａ
が
一
括
し
て
引
き
受
け
、
安
心
し
て
生

産
・
販
売
に
取
り
組
め
る
よ
う
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
産
者
は「
ゴ
ミ
を
減
ら
す
努
力
も
し
た
い
」と
意
識
を
高

め
ま
し
た
。

～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　岡山東女性部山陽支部は、月に１回「く
らしのつどい」を開いて部員相互や地域のつ
ながりを深めています。支店統廃合により
閉鎖した旧支店を「えがおの部屋」と名づけ、
「くらしのつどい」の活動拠点としています。
　地域の人、時には部員が講師になり、農
作業用の帽子や手覆い・布草履などを作る
手芸教室、地元の特産や持ち寄った食材
を使った料理教室、廃油石鹸づくり、寄せ

植え教室などさまざまな活動を行っています。
　私自身が講師をしているのがフジカズラを
使った花カゴや壁掛けオブジェなどの作品づ
くりです。真剣に楽しみながら部員間の交
流を深めつつ、玄関や部屋を粋に飾る素
敵な作品ができました。

さ
か
て

「
ミ
ツ
ヤ
フ
ァ
ー
ム
」の
屋
号
を
掲
げ
、

イ
チ
ゴ
・
ブ
ド
ウ
・
モ
モ
の
開
園
を
目
指
す

は
る
ひ
こ

坂
手 

春
彦
さ
ん

　飲食店の経営から一念発起し、地元の津山で農業を始めま
した。よい食材を仕入れて料理で提供すると高くなってしまうの
で、それなら一から自分で作りたいとの思いが強くなったからです。
３年目を迎え、イチゴ・ブドウ・モモの本格的な栽培を視野にハ
ウスや棚を整備するかたわら、研修先を借りてイチゴの出荷に励
んでいます。JA青壮年部の仲間との情報交換に加え、県によ
るブランドや技術も確立されており、恵まれた環境を幸せに感じ
ます。自然相手で思い通りにならないことばかりですが、そんな
農業も自分の性格に合っています。将来は女性受けするメニュー
を看板に農園カフェを営み、今風の農業を発信していきたいです。

Vol.1
新しいチカラ新しいチカラ

休日の1枚

次
世
代
に
伝
え
た
い
14
品

女
性
部
の
知
恵
が
満
載

愛らしい姿が癒しに
ローズベア完成

　
備
前
市
の
石
原
辰
樹
さ
ん
は
父
・
伊
知
郎
さ
ん
と
と
も
に
、

農
家
が
耕
作
を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
田
ん
ぼ
を
借
り
受
け
、

米
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
建
設
業
の
か
た
わ
ら
始
め
た
農

業
で
し
た
が
、農
作
業
の
代
行
は
口
コ
ミ
で
7.2
㌶
ま
で
広
が
り
、

６
年
前
に
本
格
的
に
就
農
。
栽
培
し
た
米
は
地
名
を
も
と
に

「
香
登
米
」と
名
付
け
、
家
族
が
営
む
お
に
ぎ
り
屋「
穂
の
蔵
」

で
も
販
売
。
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
石
原
さ
ん
は「
昔

か
ら
続
く
田
園
風

景
を
残
し
て
い
く

の
も
自
分
た
ち
の

世
代
の
役
目
」と
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

　
冬
場
の
農
家
所
得
向
上
に
つ

な
げ
よ
う
と
真
庭
市
で
契
約

キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
・
夏
秋
ナ
ス

な
ど
と
の
組
合
わ
せ
で
３
年
前

か
ら
試
験
栽
培
を
開
始
。
折

り
込
み
チ
ラ
シ
な
ど
で
生
産
者

を
募
集
し
面
積
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　
主
に
カ
ッ
ト
野
菜
や
飲
食
店
で
利
用
し
、
市
況
に
左
右
さ
れ
に
く
く
、
出
荷

箱
が
不
要
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
約
1
㌶
を
栽
培
す
る
妹
尾
農
場
の
妹
尾

活
明
さ
ん
は「
作
り
や
す
く
収
量
が
取
れ
る
の
が
い
い
。
栽
培
場
所
を
毎
年
ず
ら

し
て
品
質
を
向
上
さ
せ
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

　倉敷かさや女性部連島地区が運営す
る「パティオつらじま」は、直売所を併設
した人気店です。地元農産物を使った
加工品や惣菜など約130品が並び、グ
ループホームや地域のイベント用に弁当
も受注販売します。
　同地区の石部比佐予部長は、「チームワークで15
年間続けてきた。この場所を大切に次世代へつなげ
ていきたい」と話します。

ひさよ

農業女子の会がマルシェ
地産地消へ新たな連携

冬
の
所
得
向
上
に

契
約
キ
ャ
ベ
ツ
広
が
る

キャベツの収穫を進める妹尾農場のスタッフ

「地域に米づくりで恩返ししたい」
と話す石原さん

未来を担う
「香登米」
米づくりで
地域に恩返し

ながれ たきえ

いしべ

す
み
だ

こばやし かずし

ふ
み
こ

い
し
は
ら

かがと

た
つ
き

い
ち
ろ
う

せ
の
お

仲間と楽しく
学びあえる
教室です

　津山女性部は、地域に伝わる懐
かしの味や特産を使った料理を載せ
たオリジナルレシピ集を作りました。
コロナ禍でもできることはないかと各
支部の部員が知恵を出し合い、「次
世代に伝えたい」14品を提案。
　13支部とフレッシュミズから郷土
料理や行事食、ジャンボピーマンや
黄ニラを使った創作料理などが集ま

りました。食品ロス削減につながる
料理も伝え、持続可能な開発目標
（SDGs）にも貢献します。
　永禮多紀江部長は「レシピ集を通
じておうちごはんを楽しみ、津山の
魅力を感じながら部員や世代間の
つながりを深めてほしい」と期待を寄
せます。

　びほく女性部賀陽支部は３
月中旬、吉備中央町で地元
花屋を講師に迎えて手芸教室

を開きました。部員18人が、バラの生花をクマの形にかたどった発泡スチロー
ルに刺していく「ローズベア」に挑戦。参加者は「初めてローズベアというもの
を知って挑戦した。見た目もかわいらしく、長引くコロナ禍で沈みがちな気
分が和む素敵な教室だった」と笑顔で話しました。

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

ここから
簡単アクセス！

回
収
し
た
資
材
の
仕
分
け
を
行
う
Ｊ
Ａ
職
員

レシピ集「やってみよう伝えようおいしい味」を紹介する部員

「
連
島
ご
ぼ
う
」な
ど
地
元
食
材
を
使
っ
た

人
気
の
巻
き
ず
し
を
作
る
部
員

女
性
部
の「
パ
テ
ィ
オ
つ
ら
じ
ま
」

直
売
所
併
設
の
人
気
店

レシピ集は
こちら！

自慢の野菜などを販売するマルシェ

ア
ス
パ
ラ
出
番

出
荷
60
㌧
目
標

農家所得の
増大

岡
山
東
女
性
部

　山
陽
支
部

み
つ
だ

光
田 

共
栄
さ
ん

と
も
え

フ
ジ
カ
ズ
ラ
を

使
っ
た
作
品
の

数
々
!!

休日には子どもと一緒に
魚釣りに行くのが楽しみ！

アスパラガスの春芽を
収穫する小林支部長

２色選んで作るローズベアに挑戦する部員

か
つ
あ
き

お魚　

釣れたよ！

ビニール・プラなど適正処分
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　勝英統括本部管内でアスパラガ
スの出荷が始まり、春芽は５月上旬
まで出荷を見込みます。勝英アスパ
ラ部会では出荷数量60ｔ・販売高
6,000万円を目指します。
　県内一の生産量を誇り、甘くシャ

キシャキとした食感が評判。同部会
英田支部の小林和司支部長は「お
いしいと食べてくれるのが一番のや
りがい。アスパラガス本来の味を引
き出すように頑張りたい」と力を込め
ます。

　
女
性
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
く
ら
し
き
農
業

女
子
の
会
」は
、
マ
ル
シ
ェ
部
を
設
立
し
、
地
産

地
消
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
J
A
の
生
産
部

会
な
ど
に
所
属
す
る
農
家
の
後
継
者
や
新
規
就

農
者
ら
12
人
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）や
口
コ
ミ
で
告
知
す
る「
ゲ
リ
ラ
マ
ル

シ
ェ
」を
開
く
ほ
か
、
事
前
予
約
の
弁
当
を
販
売
。

コ
ロ
ナ
禍
で
農
産
物
の
流
通
や
販
売
が
停
滞
す
る

中
、
地
元
で
の
消
費
拡
大
に
奮
闘
し
ま
す
。

　
代
表
の
角
田
文
子
さ
ん
は「
少
量
栽
培
や
規
格

外
品
な
ど
、
販
売
が
難
し
い
も
の
も
消
費
者
に

届
け
ら
れ
る
」と
、
新
た
な
連
携
に
よ
る
販
路
拡

大
に
期
待
し
ま
す
。　

新
見
統
括
本
部
管
内
の
生
産
者
は
３
月
末
ま

で
に
、
不
要
に
な
っ
た
施
設
栽
培
用
の
被
覆
ビ

ニ
ー
ル
・
肥
料
袋
・
育
苗
箱
な
ど
32
㌧
、
農
薬

類
2
㌧
を
適
正
に
処
分
し
ま
し
た
。

　
個
々
で
は
手
続
き
や
費
用
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
収
集

作
業
や
事
務
を
Ｊ
Ａ
が
一
括
し
て
引
き
受
け
、
安
心
し
て
生

産
・
販
売
に
取
り
組
め
る
よ
う
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
産
者
は「
ゴ
ミ
を
減
ら
す
努
力
も
し
た
い
」と
意
識
を
高

め
ま
し
た
。

～仲間とともに未来をひらく～

SDGs
　岡山東女性部山陽支部は、月に１回「く
らしのつどい」を開いて部員相互や地域のつ
ながりを深めています。支店統廃合により
閉鎖した旧支店を「えがおの部屋」と名づけ、
「くらしのつどい」の活動拠点としています。
　地域の人、時には部員が講師になり、農
作業用の帽子や手覆い・布草履などを作る
手芸教室、地元の特産や持ち寄った食材
を使った料理教室、廃油石鹸づくり、寄せ

植え教室などさまざまな活動を行っています。
　私自身が講師をしているのがフジカズラを
使った花カゴや壁掛けオブジェなどの作品づ
くりです。真剣に楽しみながら部員間の交
流を深めつつ、玄関や部屋を粋に飾る素
敵な作品ができました。

さ
か
て

「
ミ
ツ
ヤ
フ
ァ
ー
ム
」の
屋
号
を
掲
げ
、

イ
チ
ゴ
・
ブ
ド
ウ
・
モ
モ
の
開
園
を
目
指
す

は
る
ひ
こ

坂
手 

春
彦
さ
ん

　飲食店の経営から一念発起し、地元の津山で農業を始めま
した。よい食材を仕入れて料理で提供すると高くなってしまうの
で、それなら一から自分で作りたいとの思いが強くなったからです。
３年目を迎え、イチゴ・ブドウ・モモの本格的な栽培を視野にハ
ウスや棚を整備するかたわら、研修先を借りてイチゴの出荷に励
んでいます。JA青壮年部の仲間との情報交換に加え、県によ
るブランドや技術も確立されており、恵まれた環境を幸せに感じ
ます。自然相手で思い通りにならないことばかりですが、そんな
農業も自分の性格に合っています。将来は女性受けするメニュー
を看板に農園カフェを営み、今風の農業を発信していきたいです。

Vol.1
新しいチカラ新しいチカラ

休日の1枚

次
世
代
に
伝
え
た
い
14
品

女
性
部
の
知
恵
が
満
載

愛らしい姿が癒しに
ローズベア完成

　
備
前
市
の
石
原
辰
樹
さ
ん
は
父
・
伊
知
郎
さ
ん
と
と
も
に
、

農
家
が
耕
作
を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
田
ん
ぼ
を
借
り
受
け
、

米
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
建
設
業
の
か
た
わ
ら
始
め
た
農

業
で
し
た
が
、農
作
業
の
代
行
は
口
コ
ミ
で
7.2
㌶
ま
で
広
が
り
、

６
年
前
に
本
格
的
に
就
農
。
栽
培
し
た
米
は
地
名
を
も
と
に

「
香
登
米
」と
名
付
け
、
家
族
が
営
む
お
に
ぎ
り
屋「
穂
の
蔵
」

で
も
販
売
。
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
石
原
さ
ん
は「
昔

か
ら
続
く
田
園
風

景
を
残
し
て
い
く

の
も
自
分
た
ち
の

世
代
の
役
目
」と
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

　
冬
場
の
農
家
所
得
向
上
に
つ

な
げ
よ
う
と
真
庭
市
で
契
約

キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
・
夏
秋
ナ
ス

な
ど
と
の
組
合
わ
せ
で
３
年
前

か
ら
試
験
栽
培
を
開
始
。
折

り
込
み
チ
ラ
シ
な
ど
で
生
産
者

を
募
集
し
面
積
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　
主
に
カ
ッ
ト
野
菜
や
飲
食
店
で
利
用
し
、
市
況
に
左
右
さ
れ
に
く
く
、
出
荷

箱
が
不
要
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
約
1
㌶
を
栽
培
す
る
妹
尾
農
場
の
妹
尾

活
明
さ
ん
は「
作
り
や
す
く
収
量
が
取
れ
る
の
が
い
い
。
栽
培
場
所
を
毎
年
ず
ら

し
て
品
質
を
向
上
さ
せ
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

　倉敷かさや女性部連島地区が運営す
る「パティオつらじま」は、直売所を併設
した人気店です。地元農産物を使った
加工品や惣菜など約130品が並び、グ
ループホームや地域のイベント用に弁当
も受注販売します。
　同地区の石部比佐予部長は、「チームワークで15
年間続けてきた。この場所を大切に次世代へつなげ
ていきたい」と話します。

ひさよ

農業女子の会がマルシェ
地産地消へ新たな連携

冬
の
所
得
向
上
に

契
約
キ
ャ
ベ
ツ
広
が
る

キャベツの収穫を進める妹尾農場のスタッフ

「地域に米づくりで恩返ししたい」
と話す石原さん

未来を担う
「香登米」
米づくりで
地域に恩返し

ながれ たきえ

いしべ

す
み
だ

こばやし かずし

ふ
み
こ

い
し
は
ら

かがと

た
つ
き

い
ち
ろ
う

せ
の
お

仲間と楽しく
学びあえる
教室です

　津山女性部は、地域に伝わる懐
かしの味や特産を使った料理を載せ
たオリジナルレシピ集を作りました。
コロナ禍でもできることはないかと各
支部の部員が知恵を出し合い、「次
世代に伝えたい」14品を提案。
　13支部とフレッシュミズから郷土
料理や行事食、ジャンボピーマンや
黄ニラを使った創作料理などが集ま

りました。食品ロス削減につながる
料理も伝え、持続可能な開発目標
（SDGs）にも貢献します。
　永禮多紀江部長は「レシピ集を通
じておうちごはんを楽しみ、津山の
魅力を感じながら部員や世代間の
つながりを深めてほしい」と期待を寄
せます。

　びほく女性部賀陽支部は３
月中旬、吉備中央町で地元
花屋を講師に迎えて手芸教室

を開きました。部員18人が、バラの生花をクマの形にかたどった発泡スチロー
ルに刺していく「ローズベア」に挑戦。参加者は「初めてローズベアというもの
を知って挑戦した。見た目もかわいらしく、長引くコロナ禍で沈みがちな気
分が和む素敵な教室だった」と笑顔で話しました。

誌面でご紹介できなかった最新トピックスは
ホームページ でも紹介しています！

ここから
簡単アクセス！

回
収
し
た
資
材
の
仕
分
け
を
行
う
Ｊ
Ａ
職
員

レシピ集「やってみよう伝えようおいしい味」を紹介する部員

「
連
島
ご
ぼ
う
」な
ど
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元
食
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を
使
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た

人
気
の
巻
き
ず
し
を
作
る
部
員

女
性
部
の「
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つ
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じ
ま
」

直
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所
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の
人
気
店

レシピ集は
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自慢の野菜などを販売するマルシェ

ア
ス
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出
番
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荷
60
㌧
目
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農家所得の
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岡
山
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性
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陽
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部
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だ

光
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と
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フ
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ラ
を

使
っ
た
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の

数
々
!!

休日には子どもと一緒に
魚釣りに行くのが楽しみ！

アスパラガスの春芽を
収穫する小林支部長

２色選んで作るローズベアに挑戦する部員

か
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お魚　
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地域 を 元気に！

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）、
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

2
0
2
2
年
5
月
９
日（
月
）必
着

締
め
切
り

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

冬
耐
え
て
　
春
の
訪
れ
　
新
芽
出
で

利
広
　
祐
治
さ
ん

実
る
日
を
　
思
い
描
い
て
　
追
肥
す
る

森
平
　
美
知
江
さ
ん

こ
れ
植
え
る  

あ
れ
も
植
え
た
い  
植
え
つ
づ
け

高
木
　
完
二
さ
ん 

食
べ
て
ま
す
　
連
島
ご
ぼ
う
　
香
り
良
し

永
井
　
百
合
子
さ
ん 

何
故
な
ん
だ  

も
が
き
放
し
の  

土
い
じ
り

岡
田
　
正
仁
さ
ん

雑
草
に
　
負
る
も
の
か
と
　
手
に
力

山
本
　
芙
美
子
さ
ん

作
物
は
　
皮
を
も
食
す
　
戦
中
派

池
田
　
朱
実
さ
ん

　
年
々
、
農
業
者
の
数
が
減
り
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
新
規
就
農
者
は
１
年
に
約

５
万
人
い
ま
す
が
、
農
業
従
事
者
は
１
年
に

約
5.6
万
人
の
ペ
ー
ス
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
も
大
き
な
問
題

で
す
。
平
成
の
30
年
間
で
平
均
年
齢
は
約
10

歳
高
齢
化
し
、
２
０
２
５
年
に
は
農
業
従
事

者
の
約
７
割
が
65
歳
以
上
に
な
る
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
岡
山
県
で
も
全
国
と
同
様
に

少
子
高
齢
化
は
深
刻
で
、
農
業
従
事
者
に
つ

い
て
も
平
均
年
齢
が
70
歳
を
超
え
、
２
０
２
０

年
で
は
約
2.9
万
人
と
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
こ
の
状
態
が
続
く
と
将
来
的
に
、
私
た
ち

の
食
べ
る
も
の
が
自
国
で
作
れ
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
危
機
回
避
の
た
め
、Ｊ
Ａ
で
は

行
政
や
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
就
農
相
談

会
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
く
な
ど
農
業

の
魅
力
を
伝
え
な
が
ら
、
新
規
就
農
者
確
保

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
を
活
用
し
た「
ス
マ
ー
ト
農
業
」の
推
進
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
力
あ
る
農
業
や
地

元
食
材
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、Ｊ
Ａ
直
行
便

事
業
の
展
開
や
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
国
消
国
産
・
地
産
地
消
に
関
心
を
持
ち
、

国
産
・
地
元
食
材
を
選
ぶ
こ
と
で
、
食
の
根

幹
を
担
う
農
業
者
の
応
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
本
の
農
業
者
の
数
や
年
齢
は
？

農業や食って

こんなにおもしろい！！

い

准組合員参加企画

左から左から左から左から

岡山県立真庭高校生物生産科
木村　賢人さん

岡山県立真庭高校生物生産科
木村　賢人さん

岡山県立真庭高校生物生産科
木村　賢人さん

岡山県立真庭高校生物生産科
木村　賢人さん
きむら けんと

池田　由美さん池田　由美さん池田　由美さん池田　由美さん
いけだ ゆみ

木村　友徳さん木村　友徳さん木村　友徳さん木村　友徳さん
きむら とものり

木村　晴紀さん木村　晴紀さん木村　晴紀さん木村　晴紀さん
きむら はるき

竹原　康太さん竹原　康太さん竹原　康太さん竹原　康太さん
たけはら こうた

左から左から左から左から 杉野　裕紀さん杉野　裕紀さん杉野　裕紀さん杉野　裕紀さん
すぎの ひろき

左から左から左から左から

大槻　諒介さん大槻　諒介さん大槻　諒介さん大槻　諒介さん
おおつき りょうすけ

田中　寿志さん田中　寿志さん田中　寿志さん田中　寿志さん
たなか とし

橋本　紗季さん橋本　紗季さん橋本　紗季さん橋本　紗季さん
はしもと さき

健太さん健太さん健太さん健太さん
けんた

大本　久枝さん大本　久枝さん大本　久枝さん大本　久枝さん
おおもと ひさえ

ＪＡ農業経営事業でもドローンを導入して
作業効率化

フルーツパプリカ「ぱぷ丸」の
種を１人３００粒ずつ播きました。
４月下旬には育った苗を地域の
人に届けます。

種まきから田植え・稲刈り・
乾燥・脱穀まで米づくりを体験
しました。お正月のお飾りづくり・
餅つき・神社への奉納・ＪＡ直
売所「あしん広場」で販売など、
作るだけでなくお米にまつわるさ
まざまなことも学びました。

土
づ
く
り
・
植
え
付
け
の
時
期
・

寒
さ
対
策
な
ど
、
家
庭
菜
園
に

つ
い
て
J
A
の
営
農
指
導
員
か

ら
学
び
ま
し
た
！

おいしく元気に
育ってね！

トマト・キュウリ・ナス･･･今年も植えるよ！

お米づくりの大変さがよくわかったよ！
これからもお米を大切に食べたいな♪

「ぱぷ丸」
種まき

（真庭市）菜園教室
（笠岡市） まにわヒノヒカリ・きぬむすめ生産

振興協議会の妹尾宗夫会長の

指導で、 ２０年以上全校で

米づくりに取り組んできたよ！

令和の二宮金次郎賞を
もらったよ！ （真庭市）

真庭統括本部は、学校長からの

推薦で、農業を頑張る児童や学

級などを毎年表彰しています

学校が終わってからす
ぐに畑に行くほど農業
が大好き！
陸稲「ひたちはたもち」
を栽培。 土壌医検定
にも挑戦したよ。

地元児童がＪＡグループのバケツ稲づくりセット
で水稲栽培に挑戦！写真を撮って栽培記録や
研究資料を作り、 岡山西女性部くらしき東ブ
ロックから表彰を受けました

昨年に続き
２度目の受賞！！

１年間の集大成！
お米づくりの体験発表会

（新見市）

親子キッズクラブ
バケツ稲づくり表彰

（倉敷市）

せのおせのおせのおせのお むねおむねおむねおむねお

こうち
真庭市立河内小学校（全校生徒59人）

エコバッグは真庭女性部落合支部からいただきました
※学年は令和4年3月31日時点

受賞を喜ぶ6年生

みんなと協力してできた

ことがとてもよか
った！

地域 を 元気に！

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）、
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

2
0
2
2
年
5
月
９
日（
月
）必
着

締
め
切
り

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

冬
耐
え
て
　
春
の
訪
れ
　
新
芽
出
で

利
広
　
祐
治
さ
ん

実
る
日
を
　
思
い
描
い
て
　
追
肥
す
る

森
平
　
美
知
江
さ
ん

こ
れ
植
え
る  

あ
れ
も
植
え
た
い  
植
え
つ
づ
け

高
木
　
完
二
さ
ん 

食
べ
て
ま
す
　
連
島
ご
ぼ
う
　
香
り
良
し

永
井
　
百
合
子
さ
ん 

何
故
な
ん
だ  

も
が
き
放
し
の  

土
い
じ
り

岡
田
　
正
仁
さ
ん

雑
草
に
　
負
る
も
の
か
と
　
手
に
力

山
本
　
芙
美
子
さ
ん

作
物
は
　
皮
を
も
食
す
　
戦
中
派

池
田
　
朱
実
さ
ん

　
年
々
、
農
業
者
の
数
が
減
り
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
新
規
就
農
者
は
１
年
に
約

５
万
人
い
ま
す
が
、
農
業
従
事
者
は
１
年
に

約
5.6
万
人
の
ペ
ー
ス
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
も
大
き
な
問
題

で
す
。
平
成
の
30
年
間
で
平
均
年
齢
は
約
10

歳
高
齢
化
し
、
２
０
２
５
年
に
は
農
業
従
事

者
の
約
７
割
が
65
歳
以
上
に
な
る
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
岡
山
県
で
も
全
国
と
同
様
に

少
子
高
齢
化
は
深
刻
で
、
農
業
従
事
者
に
つ

い
て
も
平
均
年
齢
が
70
歳
を
超
え
、
２
０
２
０

年
で
は
約
2.9
万
人
と
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
こ
の
状
態
が
続
く
と
将
来
的
に
、
私
た
ち

の
食
べ
る
も
の
が
自
国
で
作
れ
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
危
機
回
避
の
た
め
、Ｊ
Ａ
で
は

行
政
や
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
就
農
相
談

会
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
く
な
ど
農
業

の
魅
力
を
伝
え
な
が
ら
、
新
規
就
農
者
確
保

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
を
活
用
し
た「
ス
マ
ー
ト
農
業
」の
推
進
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
力
あ
る
農
業
や
地

元
食
材
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、Ｊ
Ａ
直
行
便

事
業
の
展
開
や
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
国
消
国
産
・
地
産
地
消
に
関
心
を
持
ち
、

国
産
・
地
元
食
材
を
選
ぶ
こ
と
で
、
食
の
根

幹
を
担
う
農
業
者
の
応
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
本
の
農
業
者
の
数
や
年
齢
は
？

農業や食って

こんなにおもしろい！！

い

准組合員参加企画
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作業効率化
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種を１人３００粒ずつ播きました。
４月下旬には育った苗を地域の
人に届けます。

種まきから田植え・稲刈り・
乾燥・脱穀まで米づくりを体験
しました。お正月のお飾りづくり・
餅つき・神社への奉納・ＪＡ直
売所「あしん広場」で販売など、
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振興協議会の妹尾宗夫会長の

指導で、 ２０年以上全校で

米づくりに取り組んできたよ！

令和の二宮金次郎賞を
もらったよ！ （真庭市）

真庭統括本部は、学校長からの

推薦で、農業を頑張る児童や学

級などを毎年表彰しています

学校が終わってからす
ぐに畑に行くほど農業
が大好き！
陸稲「ひたちはたもち」
を栽培。 土壌医検定
にも挑戦したよ。

地元児童がＪＡグループのバケツ稲づくりセット
で水稲栽培に挑戦！写真を撮って栽培記録や
研究資料を作り、 岡山西女性部くらしき東ブ
ロックから表彰を受けました

昨年に続き
２度目の受賞！！

１年間の集大成！
お米づくりの体験発表会

（新見市）

親子キッズクラブ
バケツ稲づくり表彰

（倉敷市）
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こうち
真庭市立河内小学校（全校生徒59人）

エコバッグは真庭女性部落合支部からいただきました
※学年は令和4年3月31日時点

受賞を喜ぶ6年生

みんなと協力してできた

ことがとてもよか
った！
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４月下旬には育った苗を地域の
人に届けます。

種まきから田植え・稲刈り・
乾燥・脱穀まで米づくりを体験
しました。お正月のお飾りづくり・
餅つき・神社への奉納・ＪＡ直
売所「あしん広場」で販売など、
作るだけでなくお米にまつわるさ
まざまなことも学びました。

土
づ
く
り
・
植
え
付
け
の
時
期
・

寒
さ
対
策
な
ど
、
家
庭
菜
園
に

つ
い
て
J
A
の
営
農
指
導
員
か

ら
学
び
ま
し
た
！

おいしく元気に
育ってね！

トマト・キュウリ・ナス･･･今年も植えるよ！

お米づくりの大変さがよくわかったよ！
これからもお米を大切に食べたいな♪

「ぱぷ丸」
種まき

（真庭市）菜園教室
（笠岡市） まにわヒノヒカリ・きぬむすめ生産

振興協議会の妹尾宗夫会長の

指導で、 ２０年以上全校で

米づくりに取り組んできたよ！

令和の二宮金次郎賞を
もらったよ！ （真庭市）

真庭統括本部は、学校長からの

推薦で、農業を頑張る児童や学

級などを毎年表彰しています

学校が終わってからす
ぐに畑に行くほど農業
が大好き！
陸稲「ひたちはたもち」
を栽培。 土壌医検定
にも挑戦したよ。

地元児童がＪＡグループのバケツ稲づくりセット
で水稲栽培に挑戦！写真を撮って栽培記録や
研究資料を作り、 岡山西女性部くらしき東ブ
ロックから表彰を受けました

昨年に続き
２度目の受賞！！

１年間の集大成！
お米づくりの体験発表会

（新見市）

親子キッズクラブ
バケツ稲づくり表彰

（倉敷市）

せのおせのおせのおせのお むねおむねおむねおむねお

こうち
真庭市立河内小学校（全校生徒59人）

エコバッグは真庭女性部落合支部からいただきました
※学年は令和4年3月31日時点

受賞を喜ぶ6年生

みんなと協力してできた

ことがとてもよか
った！

地域 を 元気に！

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）、
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

2
0
2
2
年
5
月
９
日（
月
）必
着

締
め
切
り

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで
　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

冬
耐
え
て
　
春
の
訪
れ
　
新
芽
出
で

利
広
　
祐
治
さ
ん

実
る
日
を
　
思
い
描
い
て
　
追
肥
す
る

森
平
　
美
知
江
さ
ん

こ
れ
植
え
る  

あ
れ
も
植
え
た
い  

植
え
つ
づ
け

高
木
　
完
二
さ
ん 

食
べ
て
ま
す
　
連
島
ご
ぼ
う
　
香
り
良
し

永
井
　
百
合
子
さ
ん 

何
故
な
ん
だ  

も
が
き
放
し
の  

土
い
じ
り

岡
田
　
正
仁
さ
ん

雑
草
に
　
負
る
も
の
か
と
　
手
に
力

山
本
　
芙
美
子
さ
ん

作
物
は
　
皮
を
も
食
す
　
戦
中
派

池
田
　
朱
実
さ
ん

　
年
々
、
農
業
者
の
数
が
減
り
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
新
規
就
農
者
は
１
年
に
約

５
万
人
い
ま
す
が
、
農
業
従
事
者
は
１
年
に

約
5.6
万
人
の
ペ
ー
ス
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
も
大
き
な
問
題

で
す
。
平
成
の
30
年
間
で
平
均
年
齢
は
約
10

歳
高
齢
化
し
、
２
０
２
５
年
に
は
農
業
従
事

者
の
約
７
割
が
65
歳
以
上
に
な
る
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
岡
山
県
で
も
全
国
と
同
様
に

少
子
高
齢
化
は
深
刻
で
、
農
業
従
事
者
に
つ

い
て
も
平
均
年
齢
が
70
歳
を
超
え
、
２
０
２
０

年
で
は
約
2.9
万
人
と
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
こ
の
状
態
が
続
く
と
将
来
的
に
、
私
た
ち

の
食
べ
る
も
の
が
自
国
で
作
れ
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
危
機
回
避
の
た
め
、Ｊ
Ａ
で
は

行
政
や
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
就
農
相
談

会
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
く
な
ど
農
業

の
魅
力
を
伝
え
な
が
ら
、
新
規
就
農
者
確
保

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
を
活
用
し
た「
ス
マ
ー
ト
農
業
」の
推
進
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
力
あ
る
農
業
や
地

元
食
材
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、Ｊ
Ａ
直
行
便

事
業
の
展
開
や
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
国
消
国
産
・
地
産
地
消
に
関
心
を
持
ち
、

国
産
・
地
元
食
材
を
選
ぶ
こ
と
で
、
食
の
根

幹
を
担
う
農
業
者
の
応
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
本
の
農
業
者
の
数
や
年
齢
は
？

農業や食って

こんなにおもしろい！！

い

准組合員参加企画

左から左から左から左から

岡山県立真庭高校生物生産科
木村　賢人さん

岡山県立真庭高校生物生産科
木村　賢人さん

岡山県立真庭高校生物生産科
木村　賢人さん

岡山県立真庭高校生物生産科
木村　賢人さん
きむら けんと

池田　由美さん池田　由美さん池田　由美さん池田　由美さん
いけだ ゆみ

木村　友徳さん木村　友徳さん木村　友徳さん木村　友徳さん
きむら とものり

木村　晴紀さん木村　晴紀さん木村　晴紀さん木村　晴紀さん
きむら はるき

竹原　康太さん竹原　康太さん竹原　康太さん竹原　康太さん
たけはら こうた

左から左から左から左から 杉野　裕紀さん杉野　裕紀さん杉野　裕紀さん杉野　裕紀さん
すぎの ひろき

左から左から左から左から

大槻　諒介さん大槻　諒介さん大槻　諒介さん大槻　諒介さん
おおつき りょうすけ

田中　寿志さん田中　寿志さん田中　寿志さん田中　寿志さん
たなか とし

橋本　紗季さん橋本　紗季さん橋本　紗季さん橋本　紗季さん
はしもと さき

健太さん健太さん健太さん健太さん
けんた

大本　久枝さん大本　久枝さん大本　久枝さん大本　久枝さん
おおもと ひさえ

ＪＡ農業経営事業でもドローンを導入して
作業効率化

フルーツパプリカ「ぱぷ丸」の
種を１人３００粒ずつ播きました。
４月下旬には育った苗を地域の
人に届けます。

種まきから田植え・稲刈り・
乾燥・脱穀まで米づくりを体験
しました。お正月のお飾りづくり・
餅つき・神社への奉納・ＪＡ直
売所「あしん広場」で販売など、
作るだけでなくお米にまつわるさ
まざまなことも学びました。

土
づ
く
り
・
植
え
付
け
の
時
期
・

寒
さ
対
策
な
ど
、
家
庭
菜
園
に

つ
い
て
J
A
の
営
農
指
導
員
か

ら
学
び
ま
し
た
！

おいしく元気に
育ってね！

トマト・キュウリ・ナス･･･今年も植えるよ！

お米づくりの大変さがよくわかったよ！
これからもお米を大切に食べたいな♪

「ぱぷ丸」
種まき

（真庭市）菜園教室
（笠岡市） まにわヒノヒカリ・きぬむすめ生産

振興協議会の妹尾宗夫会長の

指導で、 ２０年以上全校で

米づくりに取り組んできたよ！

令和の二宮金次郎賞を
もらったよ！ （真庭市）

真庭統括本部は、学校長からの

推薦で、農業を頑張る児童や学

級などを毎年表彰しています

学校が終わってからす
ぐに畑に行くほど農業
が大好き！
陸稲「ひたちはたもち」
を栽培。 土壌医検定
にも挑戦したよ。

地元児童がＪＡグループのバケツ稲づくりセット
で水稲栽培に挑戦！写真を撮って栽培記録や
研究資料を作り、 岡山西女性部くらしき東ブ
ロックから表彰を受けました

昨年に続き
２度目の受賞！！

１年間の集大成！
お米づくりの体験発表会

（新見市）

親子キッズクラブ
バケツ稲づくり表彰

（倉敷市）

せのおせのおせのおせのお むねおむねおむねおむねお

こうち
真庭市立河内小学校（全校生徒59人）

エコバッグは真庭女性部落合支部からいただきました
※学年は令和4年3月31日時点

受賞を喜ぶ6年生

みんなと協力してできた

ことがとてもよか
った！
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祝 

令
和
３
年
の
県
産「
き
ぬ

む
す
め
」が
６
年
連
続「
特
Ａ
」

獲
得
。生
産
者
、関
係
団
体
が

一
体
と
な
っ
た
成
果
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

渉外担当者（ライフアドバイザー）が、内容説明と見直しの確認のた
め、お声がけをさせていただいています。詳しくは、お近くの支店の
渉外担当者または窓口担当者までお問い合わせください。

［22331000112］

介護費用のほかに治療費も必要にな
ることから、認知症を伴う介護は、経済
的・精神的負担も大きく家族のために
備えておきたい保障のひとつです。
※お支払いには所定の要件があります。

　
令
和
３
年
度
３
月
期
理
事
会
を
３
月
31
日
に

開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
３
年
度
決

算
見
込
及
び
令
和
４
年
度
事
業
計
画（
素
案
）

／
第
２
号
議
案
：
令
和
４
年
度
の
余
裕
金
運

用
／
第
３
号
議
案
：
固
定
資
産
減
損
会
計
に

か
か
る
処
理
方
針
及
び
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
／
第
４

号
議
案
：
株
式
会
社
Ａ
コ
ー
プ
西
日
本
株
式
の

譲
渡
／
第
５
号
議
案
：
ジ
ェ
イ
エ
イ
ま
に
わ
蒜

山
農
産
加
工（
有
）株
式
の
譲
渡
／
第
６
号
議

案
：
津
山
統
括
本
部
・
発
電
所
導
水
路
の
第

３
期
補
修
工
事
／
第
７
号
議
案
：
資
産
査
定

規
程
及
び
資
産
の
償
却
・
引
当
基
準
の
一
部
変

更
／
第
８
号
議
案
：
時
価
算
定
要
領
の
一
部
変

更
／
第
９
号
議
案
：
余
裕
金
運
用
規
程
の
一
部

変
更
／
第
10
号
議
案
：
人
事
労
務
関
連
規
程

類
の
一
部
変
更
／
第
11
号
議
案
：
車
輌
使
用

管
理
規
程
の
一
部
変
更
／
第
12
号
議
案
：
役

員
賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入
／
第
13
号
議
案
：

令
和
４
年
度
経
済
事
業
に
関
す
る
手
数
料
率
・

メ
モ
リ
ア
ル
利
用
料
・
施
設
利
用
料（
柔
軟
な

価
格
設
定
を
行
う
た
め
改
定
）／
第
14
号
議

案
：
令
和
４
年
度
営
農
事
業
に
関
す
る
手
数

料
率
・
利
用
料
設
定（
販
売
・
施
設
利
用
等
）

／
第
15
号
議
案
：
令
和
２
年
産
米
穀
最
終
精

算（
酒
造
好
適
米
・
新
市
場
開
拓
用
米
）／
第

16
号
議
案
：
令
和
４
年
度
内
部
監
査
計
画
書

／
第
17
号
議
案
：
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方

針
の
確
認
／
第
18
号
議
案
：
令
和
４
年
度
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定（
不
祥
事

未
然
防
止
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
着
実
な
実

践
に
取
り
組
む
）／
第
19
号
議
案
：
マ
ネ
ー
ロ
ー

ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
に
関
す
る
リ
ス

ク
評
価
書
の
定
例
改
定
／
第
20
号
議
案
：
個

人
情
報
保
護
方
針
等
の
一
部
変
更（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）／
第
21
号
議
案
：
出
資
口
数
の
減

口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
減
口
）

【
報
告
事
項
】令
和
３
年
度
２
月
末
事
業
実
績

／
不
良
債
権
処
理
対
策
委
員
会
報
告
／
令
和

４
年
度
監
事
監
査
計
画
／
そ
の
他（
理
事
補
欠

選
任
に
か
か
る
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
／
寄
島
支

店
購
買
業
務
の
移
管
・
倉
敷
か
さ
や
統
括
本

部
業
務
の
一
部
廃
止
／
倉
敷
か
さ
や
統
括
の
旧

Ａ
コ
ー
プ
矢
掛
店
解
体
工
事
入
札
結
果
・
旧
富

福
支
所
土
地
建
物
の
売
却
結
果
）

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
農
産
資
材

店
・
農
機
セ
ン
タ
ー
・
給
油
所
・
直
売
所
な
ど

の
営
業
体
制
は
、
各
統
括
本
部
で
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
各
統
括
本
部
・
各
店
舗
・
事
業
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
県
産「
き
ぬ
む
す
め
」が
、
食
味
ラ

ン
キ
ン
グ
で
最
高
位
の
特
Ａ
を
獲
得

し
ま
し
た
。
６
年
連
続
で
の
獲
得
は

中
四
国
初
で
す
。Ｊ
Ａ
で
は
精
米
・
包

装
・
流
通
・
販
売
ま
で
一
貫
し
て
手

掛
け
た
独
自
商
品「
農
協
精
米
」を
直

売
所
・
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
玄
米
で
も
購
入
で
き

ま
す
。

　
県
内
で
も
田
植
え
が
始
ま
り
ま
し
た
。
次
の

点
に
注
意
し
て
安
全
な
作
業
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

□
無
理
の
な
い
計
画
・
適

度
な
休
養

□
緊
急
時
に
備
え
エ
ン
ジ

ン
停
止
方
法
な
ど
を

作
業
員
全
員
が
確
認

□
駐
車
ブ
レ
ー
キ
が
か
か

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
エ
ン
ジ
ン
を
始
動

□
発
進
す
る
と
き
は
周

囲
の
安
全
を
確
認

□
段
差
の
あ
る
ほ
場
や

あ
ぜ
道
の
乗
り
越
え

は
直
角
に
行
う

□
転
倒
・
転
落
の
恐
れ
が

あ
る
の
で
溝
や
傾
斜

面
に
注
意

□
苗
補
充
時
の
足
元
に

注
意

□
異
物
の
除
去
は
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
機
械
が
完

全
に
停
止
し
て
か
ら

□
植
付
部
を
上
げ
る
場
合
は
油
圧
昇
降
を
ロ
ッ

ク
し
て
か
ら

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
は
３
月
中
旬
、「
水
田
に

お
け
る
被
覆
肥
料
殻
の
河
川
等
へ
の
流
出
防
止

対
策
会
議
」を
開
き
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
度
の

作
付
け
に
向
け
た
流
出
防
止
を
周
知
、
国
へ
破

棄
方
法
の
明
確
化
を
要
請
。
国
の
見
解
を
基
に

対
応
を
協
議
す
る
と
し
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

被
膜
殻
の
流
出
防
止
へ

J
A
グ
ル
ー
プ
岡
山
対
策
会
議

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
着
実
な
実
践
な
ど

Ｇ
Ｗ
の
資
材
店
・
直
売
所

営
業
時
間
の
ご
確
認
を

県
産「
き
ぬ
む
す
め
」特
Ａ
獲
得

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
6
年
連
続

和牛子牛セリ市況

成　績

※前回１月市と比べ、大勢の購買者が集まり
　平均価格124,402円（前回比18％）上げました。

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

1,540,000円
1,070,300円
1,540,000円

730,141円
824,781円
788,853円

283㎏
304㎏
296㎏

最高価格 平均価格
122
201
323

3月4日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

ＪＡオリジナル「農協精米」の
「きぬむすめ」

①園芸拡大②直売強化③水田持続
の3本柱で所得増大を
　農家所得増大に向け園芸品目の面積
拡大を基本に、合併の強みをいかした
産地リレー出荷・ロット集約で有利販
売に取り組むとともに、品目ごとの協議
会設立を検討する中で産地連携に努め
ます。
　大型直売所の2024年度開設を見据

え、米・果樹・野菜・畜産物・加工品などすべての特
産物で「JA直行便」を軸に直売事業を強化します。准組
合員をはじめ消費者にその魅力を実感してもらい、農家
所得の増大につなげることで食と農を通じた協同の輪を広
げます。
　水田農業を持続できるよう、高収益作物に誘導しつつ、
担い手農家・営農組織との連携、ＪＡ直営による耕作や
作業受委託の拡大で優良農地を守ります。米の品質・食
味向上のため生産技術の普及、精米所・保管倉庫の集
約・機能向上を進めます。

常務理事（営農担当）　山本 日吉司
防
ご
う
！
農
作
業
事
故

田
植
え
機
編

STOP
農作業事故

働きませんか働きませんか働きませんか働きませんか

溝・傾斜面に注意

直角
に !

全員で
　確 認

　
大
学
で
畜
産
関
係
を
学
ん
だ
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
農
業
に
携
わ

る
仕
事
が
し
た
い
と
昨
春
Ｊ
Ａ
に

入
組
し
ま
し
た
。
今
は
、

勝
央
支
店
で
貯
金
を

は
じ
め
窓
口
業
務
全

般
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
を
ミ
ス
な
く
行
い
、

組
合
員
・
利
用
者
の
方
か
ら「
あ

り
が
と
う
」と
言
っ
て
も
ら
え
る
度
、

こ
の
仕
事
に
就
い
て
よ
か
っ
た
と
感

じ
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
聞
か
れ
た
こ

と
に
な
ん
で
も
答
え
ら
れ
る
、
頼

ら
れ
る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
！

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
消
費
宣
伝
の
形
を

模
索
し
て
い
ま
す
が
、
試
食
提
供
や
店

頭
販
売
員
に
よ
る
販
売
の
自
粛
な
ど
小

売
店
で
も
、「
目
立
た
な
い
よ
う
に
」と
い

う
コ
ロ
ナ
禍
特
有
の
流
れ
が
あ
り
、
宣
伝

活
動
と
し
て
は
物
足
り
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と

連
携
し
、
野
菜
に
調
味
料
小
袋
を
添
付

し
て
販
売
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
野

菜
と
調
味
料
の
組
合
せ
で
試
食
宣
伝
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
試
食
提
供
が
で
き

な
い
状
況
の
た
め
、
い
わ
ゆ
る「
お
ま
け

付
き
」に
よ
る
購
買
意
欲
の
刺
激
を
試
み

ま
し
た
。
1
月
下
旬
に
行
っ
た
白
菜
と
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
の
組
合
せ
は
、
時

期
的
に
鍋
物
に
飽
き
が
来
て
い

る
中
、
目
新
し
さ
も
あ
り
評

判
は
上
々
で
し
た
。

　
今
後
も
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

千
両
ナ
ス
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・

夏
秋
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
な
ど

組
合
せ
を
考
え
な
が
ら
、
野
菜

の
消
費
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

やまもと ひよし

京
都
の
ス
ー
パ
ー
で
販
売
し
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
付
き
白
菜

「
お
ま
け
付
き
」で
消
費
に
刺
激
を

調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
連
携

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

役員の部屋 自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は持続可能な
開発目標（SDGs）を支援しています。

JA全農おかやま
大阪事務所　所長 豊田　晃大

とよた こうだい

2023年度の新入職員を募集しています。
JAで農業や地域を一緒に盛り上げませんか。詳し
くはマイナビ2023で「晴れの国岡山農業協同組
合」と検索いただくか、下記コードからご覧ください。

詳しくはこちら

勝英統括本部
勝央支店
まつばら まいか

松原 舞香

みなさまの
ご来店お待ち
しています！！

①介護が必要となっ
た主な原因の第１
位は認知症です。

②長寿化の進展な
どで認知症患者
数は年々増加傾
向です。（JA共済
連試算）

③介護にかかる自己負担額は総額約507万円といわ
れています。（JA共済連試算）

　【介護費用１ヵ月平均8.3万円×介護期間平均61.1ヵ月＝総額約507万円】

で一緒にで一緒にで一緒にで一緒にＪＡＪＡＪＡＪＡ

人と地域の
つながりを大切に
している職場です！

企業説明会で
お待ちしています！

■介護が必要となった5大要因

ご存知ですか？介護の現状！！

厚生労働省「令和元年 国民生活基礎調査」

20HAREBARE



YAKU IN   NO   H EYA

祝 

令
和
３
年
の
県
産「
き
ぬ

む
す
め
」が
６
年
連
続「
特
Ａ
」

獲
得
。生
産
者
、関
係
団
体
が

一
体
と
な
っ
た
成
果
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

渉外担当者（ライフアドバイザー）が、内容説明と見直しの確認のた
め、お声がけをさせていただいています。詳しくは、お近くの支店の
渉外担当者または窓口担当者までお問い合わせください。

［22331000112］

介護費用のほかに治療費も必要にな
ることから、認知症を伴う介護は、経済
的・精神的負担も大きく家族のために
備えておきたい保障のひとつです。
※お支払いには所定の要件があります。

　
令
和
３
年
度
３
月
期
理
事
会
を
３
月
31
日
に

開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
３
年
度
決

算
見
込
及
び
令
和
４
年
度
事
業
計
画（
素
案
）

／
第
２
号
議
案
：
令
和
４
年
度
の
余
裕
金
運

用
／
第
３
号
議
案
：
固
定
資
産
減
損
会
計
に

か
か
る
処
理
方
針
及
び
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
／
第
４

号
議
案
：
株
式
会
社
Ａ
コ
ー
プ
西
日
本
株
式
の

譲
渡
／
第
５
号
議
案
：
ジ
ェ
イ
エ
イ
ま
に
わ
蒜

山
農
産
加
工（
有
）株
式
の
譲
渡
／
第
６
号
議

案
：
津
山
統
括
本
部
・
発
電
所
導
水
路
の
第

３
期
補
修
工
事
／
第
７
号
議
案
：
資
産
査
定

規
程
及
び
資
産
の
償
却
・
引
当
基
準
の
一
部
変

更
／
第
８
号
議
案
：
時
価
算
定
要
領
の
一
部
変

更
／
第
９
号
議
案
：
余
裕
金
運
用
規
程
の
一
部

変
更
／
第
10
号
議
案
：
人
事
労
務
関
連
規
程

類
の
一
部
変
更
／
第
11
号
議
案
：
車
輌
使
用

管
理
規
程
の
一
部
変
更
／
第
12
号
議
案
：
役

員
賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入
／
第
13
号
議
案
：

令
和
４
年
度
経
済
事
業
に
関
す
る
手
数
料
率
・

メ
モ
リ
ア
ル
利
用
料
・
施
設
利
用
料（
柔
軟
な

価
格
設
定
を
行
う
た
め
改
定
）／
第
14
号
議

案
：
令
和
４
年
度
営
農
事
業
に
関
す
る
手
数

料
率
・
利
用
料
設
定（
販
売
・
施
設
利
用
等
）

／
第
15
号
議
案
：
令
和
２
年
産
米
穀
最
終
精

算（
酒
造
好
適
米
・
新
市
場
開
拓
用
米
）／
第

16
号
議
案
：
令
和
４
年
度
内
部
監
査
計
画
書

／
第
17
号
議
案
：
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方

針
の
確
認
／
第
18
号
議
案
：
令
和
４
年
度
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定（
不
祥
事

未
然
防
止
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
着
実
な
実

践
に
取
り
組
む
）／
第
19
号
議
案
：
マ
ネ
ー
ロ
ー

ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
に
関
す
る
リ
ス

ク
評
価
書
の
定
例
改
定
／
第
20
号
議
案
：
個

人
情
報
保
護
方
針
等
の
一
部
変
更（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）／
第
21
号
議
案
：
出
資
口
数
の
減

口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
減
口
）

【
報
告
事
項
】令
和
３
年
度
２
月
末
事
業
実
績

／
不
良
債
権
処
理
対
策
委
員
会
報
告
／
令
和

４
年
度
監
事
監
査
計
画
／
そ
の
他（
理
事
補
欠

選
任
に
か
か
る
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
／
寄
島
支

店
購
買
業
務
の
移
管
・
倉
敷
か
さ
や
統
括
本

部
業
務
の
一
部
廃
止
／
倉
敷
か
さ
や
統
括
の
旧

Ａ
コ
ー
プ
矢
掛
店
解
体
工
事
入
札
結
果
・
旧
富

福
支
所
土
地
建
物
の
売
却
結
果
）

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
農
産
資
材

店
・
農
機
セ
ン
タ
ー
・
給
油
所
・
直
売
所
な
ど

の
営
業
体
制
は
、
各
統
括
本
部
で
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
各
統
括
本
部
・
各
店
舗
・
事
業
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
県
産「
き
ぬ
む
す
め
」が
、
食
味
ラ

ン
キ
ン
グ
で
最
高
位
の
特
Ａ
を
獲
得

し
ま
し
た
。
６
年
連
続
で
の
獲
得
は

中
四
国
初
で
す
。Ｊ
Ａ
で
は
精
米
・
包

装
・
流
通
・
販
売
ま
で
一
貫
し
て
手

掛
け
た
独
自
商
品「
農
協
精
米
」を
直

売
所
・
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
玄
米
で
も
購
入
で
き

ま
す
。

　
県
内
で
も
田
植
え
が
始
ま
り
ま
し
た
。
次
の

点
に
注
意
し
て
安
全
な
作
業
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

□
無
理
の
な
い
計
画
・
適

度
な
休
養

□
緊
急
時
に
備
え
エ
ン
ジ

ン
停
止
方
法
な
ど
を

作
業
員
全
員
が
確
認

□
駐
車
ブ
レ
ー
キ
が
か
か

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
エ
ン
ジ
ン
を
始
動

□
発
進
す
る
と
き
は
周

囲
の
安
全
を
確
認

□
段
差
の
あ
る
ほ
場
や

あ
ぜ
道
の
乗
り
越
え

は
直
角
に
行
う

□
転
倒
・
転
落
の
恐
れ
が

あ
る
の
で
溝
や
傾
斜

面
に
注
意

□
苗
補
充
時
の
足
元
に

注
意

□
異
物
の
除
去
は
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
機
械
が
完

全
に
停
止
し
て
か
ら

□
植
付
部
を
上
げ
る
場
合
は
油
圧
昇
降
を
ロ
ッ

ク
し
て
か
ら

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
は
３
月
中
旬
、「
水
田
に

お
け
る
被
覆
肥
料
殻
の
河
川
等
へ
の
流
出
防
止

対
策
会
議
」を
開
き
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
度
の

作
付
け
に
向
け
た
流
出
防
止
を
周
知
、
国
へ
破

棄
方
法
の
明
確
化
を
要
請
。
国
の
見
解
を
基
に

対
応
を
協
議
す
る
と
し
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

被
膜
殻
の
流
出
防
止
へ

J
A
グ
ル
ー
プ
岡
山
対
策
会
議

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
着
実
な
実
践
な
ど

Ｇ
Ｗ
の
資
材
店
・
直
売
所

営
業
時
間
の
ご
確
認
を

県
産「
き
ぬ
む
す
め
」特
Ａ
獲
得

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
6
年
連
続

和牛子牛セリ市況

成　績

※前回１月市と比べ、大勢の購買者が集まり
　平均価格124,402円（前回比18％）上げました。

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

1,540,000円
1,070,300円
1,540,000円

730,141円
824,781円
788,853円

283㎏
304㎏
296㎏

最高価格 平均価格
122
201
323

3月4日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

ＪＡオリジナル「農協精米」の
「きぬむすめ」

①園芸拡大②直売強化③水田持続
の3本柱で所得増大を
　農家所得増大に向け園芸品目の面積
拡大を基本に、合併の強みをいかした
産地リレー出荷・ロット集約で有利販
売に取り組むとともに、品目ごとの協議
会設立を検討する中で産地連携に努め
ます。
　大型直売所の2024年度開設を見据

え、米・果樹・野菜・畜産物・加工品などすべての特
産物で「JA直行便」を軸に直売事業を強化します。准組
合員をはじめ消費者にその魅力を実感してもらい、農家
所得の増大につなげることで食と農を通じた協同の輪を広
げます。
　水田農業を持続できるよう、高収益作物に誘導しつつ、
担い手農家・営農組織との連携、ＪＡ直営による耕作や
作業受委託の拡大で優良農地を守ります。米の品質・食
味向上のため生産技術の普及、精米所・保管倉庫の集
約・機能向上を進めます。

常務理事（営農担当）　山本 日吉司
防
ご
う
！
農
作
業
事
故

田
植
え
機
編

STOP
農作業事故

働きませんか働きませんか働きませんか働きませんか

溝・傾斜面に注意

直角
に !

全員で
　確 認

　
大
学
で
畜
産
関
係
を
学
ん
だ
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
農
業
に
携
わ

る
仕
事
が
し
た
い
と
昨
春
Ｊ
Ａ
に

入
組
し
ま
し
た
。
今
は
、

勝
央
支
店
で
貯
金
を

は
じ
め
窓
口
業
務
全

般
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
を
ミ
ス
な
く
行
い
、

組
合
員
・
利
用
者
の
方
か
ら「
あ

り
が
と
う
」と
言
っ
て
も
ら
え
る
度
、

こ
の
仕
事
に
就
い
て
よ
か
っ
た
と
感

じ
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
聞
か
れ
た
こ

と
に
な
ん
で
も
答
え
ら
れ
る
、
頼

ら
れ
る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
！

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
消
費
宣
伝
の
形
を

模
索
し
て
い
ま
す
が
、
試
食
提
供
や
店

頭
販
売
員
に
よ
る
販
売
の
自
粛
な
ど
小

売
店
で
も
、「
目
立
た
な
い
よ
う
に
」と
い

う
コ
ロ
ナ
禍
特
有
の
流
れ
が
あ
り
、
宣
伝

活
動
と
し
て
は
物
足
り
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と

連
携
し
、
野
菜
に
調
味
料
小
袋
を
添
付

し
て
販
売
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
野

菜
と
調
味
料
の
組
合
せ
で
試
食
宣
伝
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
試
食
提
供
が
で
き

な
い
状
況
の
た
め
、
い
わ
ゆ
る「
お
ま
け

付
き
」に
よ
る
購
買
意
欲
の
刺
激
を
試
み

ま
し
た
。
1
月
下
旬
に
行
っ
た
白
菜
と
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
の
組
合
せ
は
、
時

期
的
に
鍋
物
に
飽
き
が
来
て
い

る
中
、
目
新
し
さ
も
あ
り
評

判
は
上
々
で
し
た
。

　
今
後
も
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

千
両
ナ
ス
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・

夏
秋
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
な
ど

組
合
せ
を
考
え
な
が
ら
、
野
菜

の
消
費
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

やまもと ひよし

京
都
の
ス
ー
パ
ー
で
販
売
し
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
付
き
白
菜

「
お
ま
け
付
き
」で
消
費
に
刺
激
を

調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
連
携

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。

フレッシ
ュ通信

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

役員の部屋 自己改革
実践中！

JAグループ岡山

JA晴れの国岡山は持続可能な
開発目標（SDGs）を支援しています。

JA全農おかやま
大阪事務所　所長 豊田　晃大

とよた こうだい

2023年度の新入職員を募集しています。
JAで農業や地域を一緒に盛り上げませんか。詳し
くはマイナビ2023で「晴れの国岡山農業協同組
合」と検索いただくか、下記コードからご覧ください。

詳しくはこちら

勝英統括本部
勝央支店
まつばら まいか

松原 舞香

みなさまの
ご来店お待ち
しています！！

①介護が必要となっ
た主な原因の第１
位は認知症です。

②長寿化の進展な
どで認知症患者
数は年々増加傾
向です。（JA共済
連試算）

③介護にかかる自己負担額は総額約507万円といわ
れています。（JA共済連試算）

　【介護費用１ヵ月平均8.3万円×介護期間平均61.1ヵ月＝総額約507万円】

で一緒にで一緒にで一緒にで一緒にＪＡＪＡＪＡＪＡ

人と地域の
つながりを大切に
している職場です！

企業説明会で
お待ちしています！

■介護が必要となった5大要因

ご存知ですか？介護の現状！！

厚生労働省「令和元年 国民生活基礎調査」

21 HAREBARE



PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
1
歳
の
娘
は
ト
マ
ト
が
大
好
き
で
、

先
月
号
の
表
紙
を
見
て
一
生
懸
命
に
指

を
さ
し
て
い
ま
し
た
。
季
節
感
じ
る
写

真
や
記
事
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
春
夏
は
、
家
庭
菜
園
コ
ー

ナ
ー
を
参
考
に
し
て
、
野
菜
づ
く
り
に

挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

高
梁
市
・
片
岡 

玲
子
さ
ん（
20
代
）

▼
先
月
号
の
水
耕
栽
培
ト
マ
ト
は
、
種

類
も
多
く
甘
み
が
強
い
ト
マ
ト
で
す
。

お
い
し
い
ト
マ
ト
が
近
く
の
Ｊ
Ａ
で
購

入
で
き
て
あ
り
が
た
い
で
す
。

津
山
市
・
木
原 

順
子
さ
ん（
60
代
）

▼「
地
域
を
元
気
に
」コ
ー
ナ
ー
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
人
と
関
わ
れ
な
い

中
、
地
域
の
人
や
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
レ
シ
ピ
ペ
ー

ジ
も
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

赤
磐
市
・
友
実 

ゆ
き
え
さ
ん（
50
代
）

▼
今
年
の
冬
は
ず
い
ぶ
ん
厳
し
か
っ
た

け
ど
、
少
し
ず
つ
春
の
気
配
が
感
じ
ら

れ
て
ウ
キ
ウ
キ
し
ま
す
。
我
が
家
の
ア

ン
ズ
の
花
も
満
開
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

鳥
が
来
て
に
ぎ
や
か
で
す
。

備
前
市
・
岡
村 

久
代
さ
ん（
70
代
）

▼
タ
ラ
の
芽
・
タ
ケ
ノ
コ・
ふ
き
の
と
う

な
ど
な
ど
春
を
し
っ
か
り
感
じ
ま
す
ね
。

新
見
市
・
渡
辺 

可
代
子
さ
ん（
60
代
）

▼
帰
省
し
て
暇
つ
ぶ
し
が
て
ら
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
小
学

生
時
代
、
J
A
広
報
誌
の
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
を
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
、
懐
か

し
く
感
じ
ま
し
た
。

美
作
市
・
井
上 
喬
盛
さ
ん（
20
代
）

▼
今
年
も
夏
野
菜
を
植
え
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。ナ
ス
・
ピ
ー
マ
ン
・
ト
マ
ト
・

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
20
種

類
く
ら
い
植
え
る
予
定
で
す
。

岡
山
市
・
岡
本 

奈
美
さ
ん（
60
代
）

▼
雪
の
多
い
冬
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も

や
っ
ぱ
り
春
は
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
み
ん
な
で

食
事
し
た
り
、
出
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

西
粟
倉
村
・
青
木 

真
澄
さ
ん（
60
代
）

▼「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」を
い
つ
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
果
物
の
話
に
野
菜

の
作
り
方
、
み
な
さ
ん
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
作
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
ん
で
す
ね
。

特
に
先
月
の
青
パ
パ
イ
ヤ
の
話
は
も
っ

と
詳
し
く
聞
い
て
み
た
い
で
す
。
来
月

も
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

鏡
野
町
・
奥 

賀
代
子
さ
ん（
70
代
）

▼
桜
の
便
り
も
聞
か
れ
、
日
一
日
と
春
め

い
て
き
ま
し
た
。
我
が
家
は
ブ
ド
ウ
農

家
で
、
こ
れ
か
ら
忙
し
く
な
り
ま
す
。Ｊ

Ａ
の
力
も
借
り
、
今
年
も
頑
張
り
ま
す
。

高
梁
市
・
大
福 

美
代
子
さ
ん（
70
代
）

▼
蒜
山
に
も
少
し
づ
つ
春
が
近
づ
い
て
い

ま
す
。
92
歳
に
な
る
母
が
畑
の
草
取
り

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
元

気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

真
庭
市
・
山
本 

洋
子
さ
ん（
60
代
）

▼
1
9
9
2
年
4
月
、
結
婚
式
帰
り
の

バ
ス
の
中
で
兄
が「
桃
源
郷
の
よ
う
だ

ね
」と
言
っ
た
笠
岡
の
里
山
。
モ
モ
や
菜

の
花
が
咲
き
誇
り
と
て
も
美
し
か
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々

に
ブ
ド
ウ
・
モ
モ
・
イ
チ
ジ
ク
を
い
た
だ
き
、

本
当
に
お
い
し
く
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
こ
の
美
し
い
風
景
の
中
で
暮

ら
し
て
い
き
た
い
で
す
。

笠
岡
市
・
エ
リ
リ
ン（
50
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

5月4日は̶。国民の祝日です
3拍子の曲に合わせて踊ります
野球のグラウンドに4つあります
調理中の料理から一口分を取って……
食事制限などで体重を減らすこと
ちらしやにぎりがあります
柱・傷・5月5日・ちまきから連想され
る童謡
届いた手紙の̶を切った
バスやタクシーから降りること
屋外で写生するときに机代わりにす
る道具
マニキュアを塗るところ

1
2
3
4
6
8
10

12
14
16

18

ハナショウブとカキツバタは̶をつ
けるのが難しい
擬餌鉤（ぎじばり）の一種です
米国の通貨単位
̶の前の小事
̶の余地もないほど混み合った会場
商品を並べて売る場所
料理長をフランス語でいうと
あごや鼻の下に生えます
高校の最寄り駅までの̶定期券を買った
ジェラシー、焼きもちともいいます
プリンセス・ミチコという品種がある花
カキツバタに似た花
燃料ガスや酸素などを詰めます

1

3
5
6
7
9
11
13
15
17
19
20
21

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　総務企画課
　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場合がございま
すがご了承ください。

※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの掲載や当選
賞品発送、JA事業運営以外では使用いたしません。

※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触れる可能性
のないものに限ります。

※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、ご自身のペ
ンネームを必ず明記してください。

※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせ
ていただきます。

※Eメールでのご応募の場合もハガキ同様、必
要事項を記載の上、件名に「晴ればれプレ
ゼント応募」と入力し、送信してください。

※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた
時点で掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２2年5月9日（月）必着

あとがき

Eメール：
　hareoka_kouhou@hr.oy-ja.or.jp
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･ＦＡＸ･Ｅメールのいずれかに、必要事項を
ご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

正解者の中から抽選で
15人の方に
「黄ニラ」

プレゼント！！

クロスワードパズル
先月号の答え

「ヤエザクラ」
応募総数
1,026件

津山市
内田 美智子さん

真庭市
西 幸恵さん

浅口市
小川 美智子さん

晴れ
ばれ

アス
パラ
ガス
キャ
ンペ
ーン

応募
券

津山市　太田 博久さん 和気町　吉村 明日香さん

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

E
メ
ー
ル・
F
A
X

で
の
応
募
も
O
K
!!

詳しくは店頭掲示ポスター、
JAホームページでご確認ください。

　
昔
か
ら
地
域
に
愛
さ
れ
る
名
品「
美
星
の
豚
」（
関
連
記
事

15
㌻
）。
精
肉
は
も
ち
ろ
ん
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
な
ど
Ｊ
Ａ
の
美
星
加
工
セ
ン

タ
ー
で
、
丹
精
込
め
て
作
る
加
工

品
は
、
ま
さ
に
絶
品
！
５
月
６
日

（
金
）の
コ
ロ
ッ
ケ
の
日
に
は
、
新
た
に
開
発
し

た「
美
星
豚
の
コ
ロ
ッ
ケ
」に
加
え
、「
千
屋
牛
コ

ロ
ッ
ケ
」を
百
菜
市
場
和
気

店
で
販
売
し
ま
す
の
で
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
♪

（
別
所
、愛
称
／
べっ
ち
ゃ
ん
）

メールで応募される方は
こちらが便利！！

このページ左上にある応募券をハガキに貼付して、下記必要事
項を明記の上、下記宛先まで郵送。
郵便番号／住所（番地、建物名など詳しくご記入ください）／氏
名／電話番号（携帯電話可）／当選した場合のお届け先住所・
氏名（当選者さまと異なる場合のみ記載ください）
（宛　先）〒713-8113 岡山県倉敷市玉島八島1510－1
　　　　JA晴れの国岡山 総務企画課 キャンペーン事務局 宛て

・ホームページに掲載された広報誌2022年5月号（vol.25）の
応募券を印刷して貼付しても、応募は有効です。
・お１人様何回でも応募可能です。
・当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

●応募方法

●ご注意

●応募期間　2022年5月31日まで

応募券を貼ってポス
トへ！！

アスパラ食べて、明日はパラダイス！！

JAイチオシの特産が当たる！！さぁ、アスパラを食べて応募しよう！！

あす

詳しくは
コチラ！！

※写真はイメージです

数十年に一度  サトイモに花

5月6日は
百菜市場和気店に

レッツゴー！

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見

!!
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で厳しい状況が続いていますが、本誌は誌面を通じて厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色のすばらしさを
お伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの思いで編集
しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
1
歳
の
娘
は
ト
マ
ト
が
大
好
き
で
、

先
月
号
の
表
紙
を
見
て
一
生
懸
命
に
指

を
さ
し
て
い
ま
し
た
。
季
節
感
じ
る
写

真
や
記
事
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
春
夏
は
、
家
庭
菜
園
コ
ー

ナ
ー
を
参
考
に
し
て
、
野
菜
づ
く
り
に

挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

高
梁
市
・
片
岡 

玲
子
さ
ん（
20
代
）

▼
先
月
号
の
水
耕
栽
培
ト
マ
ト
は
、
種

類
も
多
く
甘
み
が
強
い
ト
マ
ト
で
す
。

お
い
し
い
ト
マ
ト
が
近
く
の
Ｊ
Ａ
で
購

入
で
き
て
あ
り
が
た
い
で
す
。

津
山
市
・
木
原 

順
子
さ
ん（
60
代
）

▼「
地
域
を
元
気
に
」コ
ー
ナ
ー
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
人
と
関
わ
れ
な
い

中
、
地
域
の
人
や
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
レ
シ
ピ
ペ
ー

ジ
も
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

赤
磐
市
・
友
実 

ゆ
き
え
さ
ん（
50
代
）

▼
今
年
の
冬
は
ず
い
ぶ
ん
厳
し
か
っ
た

け
ど
、
少
し
ず
つ
春
の
気
配
が
感
じ
ら

れ
て
ウ
キ
ウ
キ
し
ま
す
。
我
が
家
の
ア

ン
ズ
の
花
も
満
開
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

鳥
が
来
て
に
ぎ
や
か
で
す
。

備
前
市
・
岡
村 

久
代
さ
ん（
70
代
）

▼
タ
ラ
の
芽
・
タ
ケ
ノ
コ・
ふ
き
の
と
う

な
ど
な
ど
春
を
し
っ
か
り
感
じ
ま
す
ね
。

新
見
市
・
渡
辺 

可
代
子
さ
ん（
60
代
）

▼
帰
省
し
て
暇
つ
ぶ
し
が
て
ら
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
小
学

生
時
代
、
J
A
広
報
誌
の
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
を
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
、
懐
か

し
く
感
じ
ま
し
た
。

美
作
市
・
井
上 

喬
盛
さ
ん（
20
代
）

▼
今
年
も
夏
野
菜
を
植
え
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。ナ
ス
・
ピ
ー
マ
ン
・
ト
マ
ト
・

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
20
種

類
く
ら
い
植
え
る
予
定
で
す
。

岡
山
市
・
岡
本 

奈
美
さ
ん（
60
代
）

▼
雪
の
多
い
冬
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も

や
っ
ぱ
り
春
は
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
み
ん
な
で

食
事
し
た
り
、
出
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

西
粟
倉
村
・
青
木 

真
澄
さ
ん（
60
代
）

▼「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」を
い
つ
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
果
物
の
話
に
野
菜

の
作
り
方
、
み
な
さ
ん
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
作
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
ん
で
す
ね
。

特
に
先
月
の
青
パ
パ
イ
ヤ
の
話
は
も
っ

と
詳
し
く
聞
い
て
み
た
い
で
す
。
来
月

も
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

鏡
野
町
・
奥 

賀
代
子
さ
ん（
70
代
）

▼
桜
の
便
り
も
聞
か
れ
、
日
一
日
と
春
め

い
て
き
ま
し
た
。
我
が
家
は
ブ
ド
ウ
農

家
で
、
こ
れ
か
ら
忙
し
く
な
り
ま
す
。Ｊ

Ａ
の
力
も
借
り
、
今
年
も
頑
張
り
ま
す
。

高
梁
市
・
大
福 

美
代
子
さ
ん（
70
代
）

▼
蒜
山
に
も
少
し
づ
つ
春
が
近
づ
い
て
い

ま
す
。
92
歳
に
な
る
母
が
畑
の
草
取
り

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
元

気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

真
庭
市
・
山
本 

洋
子
さ
ん（
60
代
）

▼
1
9
9
2
年
4
月
、
結
婚
式
帰
り
の

バ
ス
の
中
で
兄
が「
桃
源
郷
の
よ
う
だ

ね
」と
言
っ
た
笠
岡
の
里
山
。
モ
モ
や
菜

の
花
が
咲
き
誇
り
と
て
も
美
し
か
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々

に
ブ
ド
ウ
・
モ
モ
・
イ
チ
ジ
ク
を
い
た
だ
き
、

本
当
に
お
い
し
く
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
こ
の
美
し
い
風
景
の
中
で
暮

ら
し
て
い
き
た
い
で
す
。

笠
岡
市
・
エ
リ
リ
ン（
50
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

5月4日は̶。国民の祝日です
3拍子の曲に合わせて踊ります
野球のグラウンドに4つあります
調理中の料理から一口分を取って……
食事制限などで体重を減らすこと
ちらしやにぎりがあります
柱・傷・5月5日・ちまきから連想され
る童謡
届いた手紙の̶を切った
バスやタクシーから降りること
屋外で写生するときに机代わりにす
る道具
マニキュアを塗るところ

1
2
3
4
6
8
10

12
14
16

18

ハナショウブとカキツバタは̶をつ
けるのが難しい
擬餌鉤（ぎじばり）の一種です
米国の通貨単位
̶の前の小事
̶の余地もないほど混み合った会場
商品を並べて売る場所
料理長をフランス語でいうと
あごや鼻の下に生えます
高校の最寄り駅までの̶定期券を買った
ジェラシー、焼きもちともいいます
プリンセス・ミチコという品種がある花
カキツバタに似た花
燃料ガスや酸素などを詰めます

1

3
5
6
7
9
11
13
15
17
19
20
21

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　総務企画課
　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場合がございま
すがご了承ください。

※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの掲載や当選
賞品発送、JA事業運営以外では使用いたしません。

※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触れる可能性
のないものに限ります。

※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、ご自身のペ
ンネームを必ず明記してください。

※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせ
ていただきます。

※Eメールでのご応募の場合もハガキ同様、必
要事項を記載の上、件名に「晴ればれプレ
ゼント応募」と入力し、送信してください。

※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた
時点で掲載可能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２2年5月9日（月）必着

あとがき

Eメール：
　hareoka_kouhou@hr.oy-ja.or.jp
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ･ＦＡＸ･Ｅメールのいずれかに、必要事項を
ご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

正解者の中から抽選で
15人の方に
「黄ニラ」

プレゼント！！

クロスワードパズル
先月号の答え

「ヤエザクラ」
応募総数
1,026件

津山市
内田 美智子さん

真庭市
西 幸恵さん

浅口市
小川 美智子さん

晴れ
ばれ

アス
パラ
ガス
キャ
ンペ
ーン

応募
券

津山市　太田 博久さん 和気町　吉村 明日香さん

みなさまからの
「写真」「イラスト」「お便り」「川柳」のご応募を大募集
しています。ご意見・ご感想もお待ちしています！！

E
メ
ー
ル・
F
A
X

で
の
応
募
も
O
K
!!

詳しくは店頭掲示ポスター、
JAホームページでご確認ください。

　
昔
か
ら
地
域
に
愛
さ
れ
る
名
品「
美
星
の
豚
」（
関
連
記
事

15
㌻
）。
精
肉
は
も
ち
ろ
ん
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
な
ど
Ｊ
Ａ
の
美
星
加
工
セ
ン

タ
ー
で
、
丹
精
込
め
て
作
る
加
工

品
は
、
ま
さ
に
絶
品
！
５
月
６
日

（
金
）の
コ
ロ
ッ
ケ
の
日
に
は
、
新
た
に
開
発
し

た「
美
星
豚
の
コ
ロ
ッ
ケ
」に
加
え
、「
千
屋
牛
コ

ロ
ッ
ケ
」を
百
菜
市
場
和
気

店
で
販
売
し
ま
す
の
で
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
♪

（
別
所
、愛
称
／
べっ
ち
ゃ
ん
）

メールで応募される方は
こちらが便利！！

このページ左上にある応募券をハガキに貼付して、下記必要事
項を明記の上、下記宛先まで郵送。
郵便番号／住所（番地、建物名など詳しくご記入ください）／氏
名／電話番号（携帯電話可）／当選した場合のお届け先住所・
氏名（当選者さまと異なる場合のみ記載ください）
（宛　先）〒713-8113 岡山県倉敷市玉島八島1510－1
　　　　JA晴れの国岡山 総務企画課 キャンペーン事務局 宛て

・ホームページに掲載された広報誌2022年5月号（vol.25）の
応募券を印刷して貼付しても、応募は有効です。
・お１人様何回でも応募可能です。
・当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

●応募方法

●ご注意

●応募期間　2022年5月31日まで

応募券を貼ってポス
トへ！！

アスパラ食べて、明日はパラダイス！！

JAイチオシの特産が当たる！！さぁ、アスパラを食べて応募しよう！！

あす

詳しくは
コチラ！！

※写真はイメージです

数十年に一度  サトイモに花

5月6日は
百菜市場和気店に

レッツゴー！

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見

!!
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「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌

h a r e  b a r e

h a r e  b a r e

発　行　晴れの国岡山農業協同組合　〒713-8113 倉敷市玉島八島1510番地1
編　集　総務企画課　TEL.086-476-8092　https://www.ja-hareoka.or.jp/
発行日　2022年4月20日発行（毎月20日発行）

Vol.25　2022年　5月号 
ホームページ
随時更新中！！

黄
ニ
ラ
と
サ
ワ
ラ
の

晴
れ
ば
れ
丼

黄
ニ
ラ
の

塩
昆
布
和
え

晴れびと！
夫婦二人三脚いつまでも元気に

土地に合わせた
黄ニラ栽培

特 集
鳥獣害を考える　　
猟師育成とジビエ料理　　

2022

vo l .25
5

[ 材 料／ 2人分 ]
■黄ニラ……………1/2束（25g）
■ダイコン……………………20g
■塩昆布………………………5g
■ツナ………………半缶（20g）

[つくりかた ]
1. 黄ニラは熱湯で10秒ほど茹で、
3㎝ほどの長さに切る。

2. ダイコンは細切りにする。　　
（写真では刺身のつまを使用）
3. ①②塩昆布・ツナを全て混ぜ
て完成。

[ 材 料／ 2人分 ]

[つくりかた ]
1. 耐熱容器にAを入れ、レンジで50
秒ほど加熱しアルコールを飛ばす。
粗熱をとっておく。

2. 黄ニラは熱湯で10秒ほど茹でて水
気をしぼり、3㎝ほどの長さに切る。

3. サワラは一口サイズに切る。
4. ①②③を合わせ冷蔵庫で30分ほ
ど寝かし、味をしみ込ませる。
5. 水菜は3㎝ほどの長さに、大葉は
細切りにする。

6. 皿にご飯、④⑤を盛り付け、上に白
ゴマをちらし完成。

■黄ニラ………………1/2束（25g）
■サワラの刺身…………6切（60g）
■水菜…………………………適量
■大葉……………………………5枚
■白ゴマ…………………………適量
■ご飯（または酢飯）…………400g
　しょうゆ…………………大さじ2
　酒………………………大さじ1
　みりん……………………大さじ1
A

お好みで
ワサビや卵黄を
添えても
おいしいです！
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